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Introduction

成功のカギはスケールフリーネットワークです。

今世界中で利用されているSNSは、とんでないもない人の数を集めて

大変なネットワークを構成しています。

この例からも分かるように、大切なのは、コトそのものを作りこむことでなく、

コトが自動的に起こるような場所、

スケールフリーネットワークジェネレーターを作ることです。

さらに、サイバーとフィジカルが両方重なった世界で

スケールフリーネットワークを作った会社はまだ存在しません。

ifLinkでスケールフリーネットワークを成長させて

みんなでイノベーションを起こしましょう。

そして、新しい社会を作る一歩を踏み出そうではありませんか。

一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ
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ifLink Open Community は、

大小さまざまな企業や学校、

多種多様な職業の人たちが、

IoT という大きなテーマのもとに集い、

有機的かつ自発的にイノベーションを生み出す

不思議なコミュニティです。

新しい技術やデバイスを探している人もいれば、

みんなで新しいビジネスモデルを考えようという人もいる。

普段は出会えない人や企業とつながりたいという人もいれば、

ストイックにエンジニアリングを極めたい人もいる。

バックボーンも、参加する目的も違う人たちが、

その違いを生かしながら、有機的かつ自発的に、

お互いの「もし」を叶え合っています。

ここでご紹介するのは、そんな「もし」を願う人と、

叶える人のプロジェクトストーリー。

どんな想いを抱き、どのようにこのコミュニティを生かし、

どんな成果につながっているのか。

あなたの「もし」を重ねながらご覧ください。

「もし、͜んな͜とができたら」
と૝૾する人がいるから、

「なら͹、͜うしΑう」
と叶えるΞΠσΞやٕज़が
ूまっͯくる。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ */TRO%6CT*O/

qn�q{xᰦとは「IoT の௾主化」をབྷࣅして生まれたプラット

フᷳーム。多様なデバイスや 6id Ḑービスをモジューḍ化

することで、ᖀでもღ̈́に IoT Ḑービスをつくること、

使うことをΆኀにします。このプラットフᷳームをベース

に、商品開発やアイデアḙン、部活動などの活動をᒬなっ

ているのが qn�q{xᰦ!�i{ᰦ
ozz�{q�� です。ᭅᭈ᭄ ū上の

ౄ人やѦ体が会員としてزࡰし、業ຸや職種、Čũを

୬ঙしながら、会員主体で活動を広ᶛています。
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஌ࣝやٕज़がなくͯも

*PT ੡඼の։ൃにνϟϨϯδできたなら。

૝いͻとつでθϩから *PT へνϟϨϯδし、൒೥で PPC へ。

౪೉๷ࢭϖά։ൃϓϩδΣΫτ

Čຸ的な̽؏体Ćᙐの影響を͵け全体のスケジューḍは

調ঁ中であるものの、現在テストマーケティングのೠȒ

を᜕めており、ᭆ᭄ᭆᭆ です。発売׌਺には商品を発売ĵۏ

されれば、য本初のアḳトドア製品に関する IoT 商品

開発事Ʃとなります。Śݗはཌᣩᢗ௄᷹グにとどまらず、

IoT を活用したさらなるアḳトドア用品の開発を᜕める

ĵ׌。᷅ṓンプというॻえてアᷠログを体験するような

Čຸの中でも、Čຸ観をǋったままデジタḍの力

を使えるように。より׃全でより楽しめる

ものづくりをབྷࣅしていきます。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 P6;;-CE

ϞδューϧʁγステϜʁ　
わからない͜とは、ઐ໳Ոに頼り੾るʂ

IoT に関する知識はまったくのṩロから。˚り切って、コミュニティの知見

をᣛめることに注力しました。重要だったのは、やりたいことを伝えるښԝです。

ɥ体Ⴉの一Ʃとしては、qn�q{x!
 内の؅ᡨכをᣛめ᷹グの体験会を実ট

しました。実際に使ってもらいながら、どんなシーンで、ᖀが使うもの

なのか、課題はƓか、๗解してもらう。ᶠーḍイメージのɢ਩をᒬう

ことで、ɥ体的なアドバイスをもらうことでつながりました。

POINT

アḳトドアブランド「oq\{�ᰀ�\y\z\{gi�」を運営するؾᢑལのものづくり企業。

ະښӅのᆾがりと伝ᅧࢇᒯの応用であらṞる製品開発に؂応しており、෭׌

のࢇᒯやᅄ材にᆨられることなく、!�� 事業と企画からデザインᰛ量ຣ

開発と一気通ᘅでの�ᭆ
 事業のđ方をر開。

株式会社 P6;;-CE

ۚ型ٕज़をੜかしたΞ΢τυΞ੡඼ϝーΧー、
*PT へॳ௅ઓ。

OUTLINE

IoT の知識ṩロ。IoT 商品開発の経験もṩロ。あるのは、

「ཌᣩされない᷅ṓンプ᷹グを IoT の力でつくりたい」

という想いだけ。)0AA�
� のチṓḄンジは、そんな

スタートでした。᷅ṓンプ用᷹グのཌᣩᓍטが多発して

おり、᷅ṓンパーからעせられるĆ׃の声に応えるܾで

プロジェクトが՛動。企画ਞにᕀしたアイデアと想いを

実現すべく、コミュニティの؅ᡨכたちがḐポートしま

した。᷅ṓンプシーンにሰえられるようにと、ᢗఅ性や

ሰᒳम性を考ࠝしたモジューḍの開発そのものからʹり

組んでいます。

஌ࣝθϩ、൒೥でテスτϚーケティϯάへ。

RESULT
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*PT を׆༻し、
ศརで҆શなΞ΢τυΞを楽しΊるΑうに。

プロジェクトは企画ਞをƙ成し、つくりた

いものをコミュニティのみなさんに知って

もらうことがスタートでした。とくに「Ḑ

ポーターṯ」とοばれる知見を၁଩的に提

Ʋしてくれるメンバーとは、׌Ʃミーティ

ングをᕇ׌。ユースケースから՛まり、ݘ々

に仕様や機ኀについてブラッシュアップす

ることで、商品イメージのু࿈化に˯めま

した。あるいは、Ḑポーターṯのみなさん

は᷅ṓンプਹ経験の方が多かったため、体

験会を実টするなどのښԝも。実際に᷹グ

を使ってみてもらうことで、「こういう使

い方ならこれくらいᢗఅ性のあるモジュー

ḍがいいね」「もっとሰᒳम性の高い仕様

にするݮ要があるかも」とかなりɥ体的な

議論をᒬう機会にすることができました。

現在は )o
 を実現し、テストマーケティングに向けೠȒ中。ᭆ᭄ᭆᭆ

しています。しかし、᷹グの発売そのものࣅ中のリリースをབྷۏ

はᶠーḍではありません。ŚѤの知見を活かしながら、᷹グと

同৙に使えるような IoT のアḳトドア用品を、Śݗもコミュニティ

発で開発していきたいと考えています。イメージとしては、スマー

トᶭームのようにƼ利で׃全な၏ᡲを、アḳトドアのӅでもČຸ

観をӱさず IoT で実現するような。新たなアイデアをҴに多くの

人と力を合わせて、ものづくりを楽しみたいです。

つくりたいもの、

やりたいことを၁଩的に伝える

一方、製品化へ向けたɥ体的な手段

については思い切って、コミュニ

ティのみなさんをᥡることにし

ました。正直にいって、ပは

IoT 知識ṩロでしたから、

モジューḍのこともシステム

のこともわからない。みなさん

へᶠーḍイメージをɢ਩し、

どうすれば実現がΆኀかアド

バイスをいただくことを大切

にしました。ŚѤは؅用の

モジューḍをイチからつくること

になり、ਫ਼ౕエḄクトロニクスさん

などから力をᘐしてもらっています。
Kyohei KOIKE

఻౷ٕज़ *̫PT が、
長ظでੜき࢒るたΊのࣄ業ઓུ。

、ෞの఻౷ۚ型ϝーΧーذ

೔本ॳの *PT Ξ΢τυΞ੡඼をつくる。
ฏګձࣾ16;;L$&ɿ୅ද�খ஑ࣜג

実כはឞҘښӅで、Ɉܡがࢇᒯሬ。このກӝを活かそうとၫち

上ᶛたのが、)0AA�
� です。アḳトドアブランド

「oq\{�ᰀ�\y\zz\{gi�」を՛めとする �ᭆ
 事業や !�� 事業など

をᒬっています。ҁɇ職人さんとのつながりを活かした製品

を強みとするပたちですが、中長期的にビジネスをᅲけていく

ためには、ただ同じ製品をつくりᅲけるだけではいずれӮに

ぶつかってしまうだろうと考えていました。ݮ要なのは、伝ᅧ

、ᒯで現ũのニーṯに応えること。そこでチṓḄンジしたのがࢇ

IoT ᷅ṓンプ製品の開発でした。

ᛧۏは、᷅ṓンプの౩ᒬとともに᷹グのཌᣩ増加が課題となって

おり、ユーザーからもĆ׃の声をᥠᆺに聞いていました。そこ

で考案したのが、IoT の力でཌᣩをᢗ௄できる᷹グ。人がテント

からᣨれていても、たとえばᒳमを感知して᥅が᩹ったり、

Ӆࡰがဥ動されると通知するといったことが IoT ではΆኀです

よね。最適なやり方をࣴしてみようと、試ᒬ᠓ᕹを開՛しまし

た。য本ѭ内で IoT を活用した᷅ṓンプ製品は、実はまだほᶃ

ありません。もし開発に成˪すれば、϶一ඎĹの෭ݨを持つ

製品になれる。そんな期待も、ပの背中を押してくれる一ѥだっ

たかもしれないですね。

͜のϓϩδΣΫτのྗڠ会һɿ঎඼プϩσューεαϙーλーζのօ༷ɺ౦༸ΤϨΫτϩニΫεࣜגձࣾ

やりたい人のいると͜Ζで、
Ϗδωスはੜまれる。
コミュニティへɚ会しても、͵け身で

いるだけならば、ここを楽しみきれない

と思います。大事なのは、企画する力

やアイデアを出す力、フットワークの

ᚨさ、物事を前に᜕めようとする姿勢

です。᛽にいえば、知識や経験はṩロ

からでも !�。全員がそれṬれやりたい

ことを持ち、互いに͂力し合えるような

コミュニティにしていけたらいいの

かもしれません。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 P6;;-CE
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コミュニケーション �I ロᶄット �iddq を使い学ણや学ማӜでのプログラミ

ング教育Ḑービスの提Ʋを中心に、Ηͽتѭ際ښဘ؅ᡨ職大学、企業、

開発パートᷠーとᜑ携した社会Ḑービスのɢ同開発、実ᓙر開事業などを

ᒬっている。

EEVUFY 株式会社

ࣗ社のσόΠスを

৽しいख๏でもっと޿Ίられたら。

,FCCJʷJG-JOLで
ϓϩάラミϯάを
もっと࢖いやすく。

�g��i� が教育事業で使用している �I ロᶄット �iddq。

ᔢしみやすい見たབྷū外にも、「プラットフᷳームとし

てのロᶄット」という෭ݨを持っています。つまり使用

用途にᢡຸがなく、中身を自分でプログラミングする

ことで、使い方をඎᢡに楽しむことができるものです。

プログラミングのɚͼは qn�q{x のシステムを用いてᕾু

することで、ᖀしもにわかりやすく。プログラミングを

ᒬうと、実際に �iddq がབྷの前で動き、体験Ҙのࣨ業に。

�iddq を教育現Ӆでのプログラミングࣨ業にʹりɚれ、

子どもたちの自主性や発想力をƅばすための、෭ʹࣨ業

やカリ᷅ュラムを開発しています。

ؐ中学ણではプログラミングのࣨ業がݮǑとなり、�iddq を使っ

た෭ʹࣨ業をすでにᓯॿѤ開Ȕしています。qn�q{x を �iddq に

実ᓙしているので、qn�q{x のアプリを使いながら �iddq をღ̈́に

ॅƙしてもらう体験から՛めることもできています。また企業

とコラᶄḄーションした際には、ęЍジュンクҷが෭ʹࣨ業を

実ট。ਞۢの ᭅ যを知り、職業体験しながら、ਞۢにݮ要な

新しいIoTḐービスを考えるワークショップをᒬいました。

高ણ生ū上に向けては、学ણᶟとの෭ጄを意識した

プログラミングࣨ業のカリ᷅ュラムをଇᔺ中。

現在はトライアḍࣨ業をᒬいながらブラッシュ

アップを重ねており、ᭆ᭄ᭆᭇ より߹知ལ内ۏ

の高ણで本બ؏ɚĵ׌です。

Kebbi

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　EEVUFY 株式会社

त業でૅجを学び、様ʑな࢖いํをࣗらൃݟする *PT त業。

ϩϘοτを׆༻した

学ߍत業ΧϦΩュラϜ։ൃϓϩδΣΫτ

OUTLINE

企業がत業をしたくなるϑϨーϜを。

ただプログラミングのࣨ業をわかりやすくすることにとどまらず、

そこへ様々な企業が参加してくれることを意Ѫしています。たとえば

企業が෭ʹࣨ業をᒬって、職業体験をしながら現Ӆでݮ要な IoT を考えて

みたり。企業の提Ʋ商品を使いながら、商品と IoT の新たな用途を考えて

みたり。子どもたちは社会において実ᙣ的な IoT を学ぶことができ、

企業も企業๗解やテストマーケティングのӅとして活用できる、

Ͱ方にメリットのある新たなࣨ業がΆኀです。

POINT

খ中学ߍでत業スλーτ。
はߍߴ �0�� ೥から本֨ಋೖへ。

RESULT
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、Ͳもにもࢠ
ઌੜにも、
わかりやすい *PT。

コミュニティɚ会は、ũ表であるٜສԜ᝘さんの᎗ਞ᯦スケーḍフリーネッ

トワークᯧをᕿんだことがきっかけでした。Ḑービスを提Ʋしたい人や

カタチにしたい人、ᓯॿの人や企業が਩機的につながることでイᷩベーション

をᙉこせる。そんな内םにɢ感したんです。

ɚ会はいい᜿ࢗだったと思います。こんなにΗだたる企業、ࢇᒯを持つ

企業と͂業できるコミュニティなんてšにない。クリエイターやエンジニア

がॿ多く在ჳしていることも期待できましたし、ベンチṓー会員はۏ会ᘑ

も高くないのでメリットが大きいと感じました。

ပたちが教材として扱う �I ロᶄット �iddq には、qn�q{x をṨᶩ実ᓙしよう

と思いました。�I�� スクーḍେ想や -T��� 教育といった新たな方ឥが

࿥されるŚ、プログラミング教育のᣳ要は大きくなっている。子どもたち

の成長にע与できるプログラミング教育をᒬうのに、qn�q{x を使いたいと

思ったんです。

qn�q{x を �iddq に実ᓙすると、「qn᮹�pi{」という仕組みが使えます。「ᛧづ

くと ᮹�iddq がしゃべる」「᥅が᩹ると ᮹�iddq がΊ手を上ᶛる」のように、

「こうᕇ׌すると ᮹ こう動く」とプログラミングの仕組みを๗解するのに

とてもいい。子どもたちだけでなく、IT にুるくないɌ生方からも好ᕗ

でした。

ு

ฏా

ு

ฏా

社会とのつながりをҙࣝしたϓϩάラミϯάत業へ。

qn�q{x を使っているので、参画している企業のデバイスと �iddq をᜑ携させることもŚݗはして

いきたいと考えています。

そうですね。�iddq も qn�q{x もあくまでプラットフᷳームであって、用途は決まっていないもの。

子どもたちが自ຫな発想で �iddq を育ててくれたらと思います。

企業が製品を提Ʋしてくれるならば、子どもたちに企業や製品のことを知ってもらえたり、テスト

マーケティングができるという企業側のメリットもあります。

ɌযはęЍジュンクҷの෭ʹࣨ業をᒬいました。ਞۢにおける仕事について知ってもらいながら、

「ਞۢに �iddq がいたら」というテーマで IoT 活用アイデアを̉るワークショップが好ᕗだったと

思います。「�I ロᶄットにᷯススメの本を聞きたいᯄ」とかね。

プログラミングࢇᒯだけを学んでも、それを活かせなければ意κがありません。社会の中でどう

使われているのか実際に見聞きしたり、šの製品とのࣰけ合わせを考えてみたりすることが IT 教育

には大切です。そしてもちろん、プログラミングのࣨ業は従੘のࣨ業とฎၫしたまったく新しい

˿強でもないと思います。

そうそう。IoT の使い方を通じて仕事や企業を知ることは社会のࣨ業と通じているところもあるし、

�iddq に言᎕をВらせるならѭᕵやጬᕵといった言ᕵの˿強だってすることになる。šの教ဘとの

ཚħ˷果を生み出せるʹり組みだと思います。

あるဨ度自分で考えたりつくったりできるように

なれば、コミュニティを利用して企業と一ᆏにもの

づくりを՛めることもあるかもしれません。使い方

がᢡられないからこそ、アイデアᶩとつで企業と

͂業できるΆኀ性だって̶分にある。広がりのある

プラットフᷳームとコミュニティに期待したいです。

ு

ฏా

ு

ฏా

ு

ฏా

ு

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　EEVUFY 株式会社

IF / THEN

*G�UIFO の࢓組み

qn�q{x は、「qn（こうしたら）」と「�pi{（こうͱ応する）」の組み

合わせで、ღ̈́に IoT をつくることができるプラットフᷳームです。

「ᛧづくと ᮹᥅がなる」「心ࢩॿが上ঽすると ᮹通知する」のように、

੔Űと動ƙを結びつける。qn�q{x ではこれをカードなどのḫーḍを

使うことでより感ᔝ的にわかりやすく提Ʋしています。

σόΠスの৽たな࢖いํは、

ϓϩάラミϯάとࢠͲものൃ૝でແݶになる。
&EVUFY ձࣾɿு༾ޫ ʗ ฏా఩໵ࣜג

ར֐だけでない、
༗ػ的なつながり。
自社の೛ᙐだけでなく、互いの企業が

やりたいことを΋え合い、つながるӅࡰ

だと思います。Śݗはできれば、より

利טを意識しないような組織やѦ体が

増えてくれたらᤞ༨くなるでしṙうね。

非営利ౄ人や学ણ、大学のḐークḍ

活動なども。よりフラットで、より

楽しめるӅࡰにしていきたいです。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ

011010



IWASAKI GAKUEN  I-STUDIO

MOTION SENSOR

楽しい「ໝ૝」を、
ユーβーのར点にまでམとしࠐむ。

スタートは、コミュニティ内の部活動。-� ৉画のような

ਹ੘で使われるࢇᒯをՇ想して、アイデアを楽しむ活動

でした。アイデアにとどまらせず、̀業ྡ၍としてܾに

しようと動き出したのが、٢ل学ѷ IoT ṩミの学生たち

です。学内にありながらあまり使われていなかったऻ影ᰛ

ᝯ信用スタジᷯを、IoT の力でより使いやすいスタジᷯ

につくり変えることにしました。主体は IoT ṩミの学生

チーム、Ḑポートとしてͽఴ電気ښ業、デンḙーḳェーブ、

য経リḐーチのࢇᒯሬ。やりたいことやアイデアの᧫子

は学生が考え、׌期ミーティングの中で、知識ᰛࢇᒯᤞ

に関して社会人チームがアドバイスをᒬいました。

最初はǝ々のࢇᒯ̈́体にབྷがᒬきがちだった学生チーム

でしたが、ターᶜットとᶠーḍがু࿈になったことで、

本当にݮ要なものが᜿ࢗしやすくなりました。モーション

センḐーを活かしカメラやライトを調჊したり、�,ᶠー

グḍを使ってᝯ信ࣨ業中にעせられるコメントをᕿんだ

り。᥅響機材やऻ影機材にᕦしくない人も感ᔝ的に使い

やすいことをབྷࣅしたスタジᷯへと४Ǒ。プロモーション

ムービーと発表ᘚএをƙ成することで広報にも力を

ɚれ、学内の̀業ྡ၍発表会では最Ⱦနᘤに᜿出される

にዐりました。現在もスタジᷯはᷯンラインࣨ業などを

はじめとして、学内で多くの方に活用されています。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT 0�　学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

ᭋ ણの؅ᡨ学ણと ᭅ ણの大学ᢧ大学を中心に、幅広い教育活動をر開する

学ણౄ人٢ل学ѷ。IoT ṩミではࢇᒯ̈́体を学ぶことにとどまらず、

Α؅ᡨ学ણᡲや学外とのᜑ携から得られる学びを重要視し、実ᙣ的な

IoT にʹり組む。

学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

、える࢖材஌ࣝがなくͯもػ
。ݱӨɾ഑信༻スλδΦを࣮ࡱ

RESULT

学んで、࢖える、ଔ業ڀݚを。

スλδΦ *PT ԽϓϩδΣΫτ

OUTLINE

学ੜのうͪから企業とڠ業しͯ、

ΞΠσΞを۩ݱԽできたら。

঎඼ɾࣄ業։ൃऀとಉ͡໨ઢを。
ニーζを஌り、ٕज़をΧλνに。

学生のみでʹり組むྡ၍では、ࢇᒯやアイデアのᤞ༨さそのものに注བྷし

がちになり、「実際に使うとしたら」の視点に஭けることがよくあるといいます。

そこで、普段からྡ၍ᰛ開発業務にʹり組むビジネスパーḙンとのディス

カッションを重ねることで、「実際に使えるもの」として۠ݪ的にアイデア

をブラッシュアップ。ターᶜットを٢ل学ѷの学生にᕇ׌し、自分自身

が使いづらいと感じていたスタジᷯをݺ適にしました。

POINT

013012



。はϏδωスになるڀݚ、えれ͹ߟと͜Ζまで「える࢖」

ŚѤの̀業ྡ၍、最初からスタジᷯˀƙをབྷࣅ

した活動ではありませんでしたよね。

コミュニティ内の、部活動が発ႁでした。「ਹ

੘Շ想部」という、自ຫにਹ੘のࢇᒯを考える

部活なのですが、そこでのアイデアを̀業ྡ၍

としてܾにしたいと考えたんです。そのために、

学生の中で ᭉ 人のチームをつくりました。

၏ᡲ 0I ᒯやࢇ �, など、やってみたいことを

たくさん࣊ᶛていた͍ᗪです。

まさにそうです。しかし最初は、Αアイデアが

バラバラでした。

バラバラ、とはᯈ

動きにͱ応するデバイス、᥅が出るデバイス。

様々なܾにはできそうだったけれど、「で、Ɠ

のために使うものᯈ」と聞かれるとႨえにѨる

アḳトプットが多くなっていきました。そこで

ᒬきᕣまったんです。

そうねᶔ（笑）。それって実は、学生のྡ၍で

は「あるある」なんですよ。このࢇᒯ使いたい、

Ɠかつくりたい、と気持ちは強い。一方でアḳト

プットとしては、アイデアをབྷに見えるものに

したら೛ᙐしてᅒえてしまう。

そこで、コミュニティの部活で一ᆏに活動する

企業の方々から意見をいただけたのはよかった

ですね。ͽఴ電ښさんやデンḙーḳェーブさん、

য経リḐーチさん。「ターᶜットをᕇ׌して

みよう」とか「その人に向けた製品ならもっと

ᜫう使い方がいいね」といった、ࣅदがビシバシ

ɚりました。ࢇᒯ的なことはもちろんですが、

実際にモᷩづくりをするためにݮ要なビジネス

の視点がとても˿強になったと思います。

学ੜൃ信で࢝Ίるから͜そ、Ϟνϕーγϣϯߴくऔり組Ίる

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

アḳトプットをスタジᷯにしたのは、どんな背৭がᯈ

ɇ々٢ل学ѷにあった、ऻ影ᰛᝯ信スタジᷯ。ȣ自身が使いづらい

と感じていたんです。機材の種᥮も多く、スイッチやコードもどれ

がどれだかᮭᮭ。

たしかに、؅ᡨ知識のある人しか使えないスタジᷯでした。

IoT 化することで、感ᔝ的に使いやすいスタジᷯにしたいと思いま

した。たとえばセンḐーを活用して、ڟࣅしたɌへ自動的にカメラ

が動いてくれたり。いちいち画ᤞを切りਥえなくても、�, ᶠーグḍ

上でᝯ信中のコメントを見られたり。

ターᶜットを自分たちにすることで、ほしいスタジᷯをイメージ

しやすくなったんですね。

ᶠーḍがু࿈になると、使いたかったࢇᒯの活用方ౄがきちんと

見えてきました。IoT のČຸは言ᕵやࢇᒯそのものにᕦしいことが

全てだと思っていたのですが、使うことまで考える重要性がわかっ

た気がします。

チームみんなが楽しくʹり組んでいた点も、ྡ၍発表会で最Ⱦနᘤ

をั得したポイントだったと思います。

楽しいだけじゃなくて、大変でしたよᯄᰦ̀業ྡ၍のೠȒで、ཱུཧ

৙ᡲをˉられるয々でᮭᮭ。

ཱུཧ৙ᡲは࿈ǋしてほしいと思うけれど、それくらい熱中してくれ

たのは嬉しいです。ຣ学ᜑ携って、企業から「こういうものをつくっ

てください」とƳᥡされたものに応えるだけでᅒわってしまうこと

も多いんです。ŚѤのように、自分たちで考え楽しめる経験は本当

に重要な機会でした。自らつくりたいものを決めて、なおかつ企業

の視点やࢇᒯ力もǧりられた。だからこそ楽しく、モチベーション

高く、みんながᥓܫれたのだと思います。よかったね。

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

ࢁޫ

෢౻

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT 0�　学ߍ๏人࡚ؠ学Ԃ　*PT θミ

Yukikazu MUTO

Toyoharu 
KOUYAMA

「やりたい」で࢝Ίるから͜そ、ΞΠσΞはΧλνにできる。
๛੖ࢁੜɿޫۀ一�ʗ�ଔ޾౻ɿ෢ߍԂɹ৘ใՊֶઐ໳ֶֶ࡚ؠ
͜のϓϩδΣΫτのྗڠ会һɿࣜגձࣾσンιー΢Σーϒ�ʗࣜג�ձࣾ೔ܦϦαーν�ʗݹ�Տిࣜגۀ޻ؾձࣾ

มԽをੜきる人材を育ͯる場に。
ຣ学ᜑ携やコミュニティの活動によっ

て、それ自体が෭׌のࢇᒯやᘚબのማ

得につながるとはᢡりません。しかし

؅ᡨ学ણが教えるべきなのは、ࢇᒯや

ᘚબそのものにᢡらないからこそ、学

外の方とのň౩やそこでの学びが大切

になるのではないでしṙうか。ࢇᒯや

ᘚબをどう活かすか、どう使うか。ᜍ

いス᷻ードで変化するČの中を生きる

ために、ᥗҮを広ᶛながら؂応する人

材の教育を考えていきたいですね。

JG-JOL
Φーϓϯコミュニティ
のັྗ

014 015



ٕज़ى点でも
、点でもなくى٬ސ
ເى点で。

、ᙉ点ではבᒯᙉ点やᥰࢇ

「できるか」「売れるか」とつい

考えがฏまってしまう。ŚѤは、

Ԙやロマンを႘一にアイデアを

考えました。まずはワクワク

することで、モチベーション

高くʹり組めています。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社 *)*

プラントᰛዪ၏機エンジンᰛ୺などを՛めとする重ښ業メーカー。

ᭆ᭄ᭆ᭄ 度から˗業ˀ度を開՛し、業務৙ᡲのۏ ᭆ᭄ᯆを社外活動にɉてる

ことがΆኀに。˗業として社外活動で活躍する社員を応ऑしている。

株式会社 *)*

݄໘Ҡॅへ
けた޲
ΞΠσΞιϯから
スλーτ。

I�I が最初にࣽᶛたのは、「人᥮がਨᤞに

Əむためのׁ׋開発」でした。テーマをҴに、

アイデアḙンを実ট。ᭅᭆ 社 ᭅᭉ Ηの人が参加

し、ׁ׋をԘ見るプロジェクトがスタート

しました。バック᷅ṓストで実現するべき

ܯᒯを考案し、ブラッシュアップ。႘一ࢇ

として、モニタリングΆኀなఅ୙「バランス

ドアクアリḳム」を製ƙ中です。

ૉやࢎ
ۭؒ؅ཧٕज़を、
まずは
ͻとつの૷ஔに。

人᥮がਨᤞにƏむには、᝿ᅄがݮ要。᝿ᅄ

や၏ᡲのჄ๗をするࢇᒯがݮ要だと考え、

まずはそれをఅ୙としてカタチにする試

みです。᝿ᅄ഻度やɍのඟ度をଇ知する

モジューḍや画ȡᕯ識で、అ୙内のఅᘪを

感知。అ୙の෽ࠌに合わせてಿ度やɍをჄ๗

したりᯁು׌結果をჄ๗ሬにお知らせする

。ᒯをᕣめᛡみ、開発していますࢇ

I�I には業務৙ᡲの ᭆ᭄ᯆを˗業にɉてられる

ˀ度があり、˗業としてコミュニティでの活動

をစٜさんへ̏めたことが՛まりでした。

ပたちはメーカーですが、ᔘ୨の大きさṞえに

Ḑイロ化してしまう課題があります。多様な人

たちと関わり、イᷩベーションを生み出したい。

そのӅࡰとしてコミュニティはᶯさわしく、

開発にዚκを持っていたစٜさんも活躍で׋ׁ

きそうだと思ったんです。

普段の業務は、I�I のম֬製品をより঳くᰛ׃くᰛ

品ᘪよくつくる手ౄを考える仕事。まったく

ʹの仕事にʹり組めて、かつ大好きなׁ׋に

ついて考えられるのは嬉しかったですね。

実際に活動してみて、いかがですかᯈ

最初は自分のׁ׋への߹をᕵり、アイデアḙン

を開Ȕしました。ɥ体的なᶠーḍは׌めず、

シンプḍなワクワク感を大切にしています。

アイデアḙンでは、「ਨᤞに人がƏむためにݮ要

なࢇᒯ」というお題を。ম֬ࢇᒯやᥰבニーṯ

にᆨられず、よりワクワクする方を᜿ぶアイデア

出しは非常に਩意ሎだったと思います。

現在は、అ୙の開発をしていますね。

෽ࠌをモニタリングしながらჄ๗できる、「バ

ランスドアクアリḳム」を開発中。たくさん出

たアイデアの中から、参加企業の知見を活かし

て実現できそうなものからʹり組んでいます。

ಿ度センḐーを持つ企業やクラḳドを使用した

Ḑービスのˀƙࢇᒯを持つ企業など、様々な

企業のࢇᒯが結ᣛしたバランスドアクアリḳム

ですよね。

多様なࢇᒯがᶩとつになるᤞ༨さもあります

し、š業種の方との考え方とのᜫいは˿強にな

ります。I�I は重͜長大なものを扱うことが

多いので、まず製ᜎ手ౄや׃全性を̶分にଇᔺ

しますよね。一方でチームには、考えるより

まずやってみるই化の企業さんもいる。そんな

ᶯうに動いてもいいんだ、と気づきを得られる

んです。同じ組織の中にずっといると出会えな

い᧢きも、学びかもしれません。

長ౡ

຀Ӝ

෱ౡ

長ౡ

෱ౡ

຀Ӝ

෱ౡ

長ౡ

෱ౡ

RESULT

OUTLINE

人ྨが݄໘にॅむたΊのٕज़は、ਫ૧に͞ॖڽれͯいる。

όラϯスυΞΫΞϦ΢Ϝ૑଄ϓϩδΣΫτ

もっとܰؾにଞ業種と、

ເを叶えるٕज़がつくれたら。

Ӊ஦のເで人をूΊ、ͯ࣋るٕज़で࣮ݱする。
ձࣾࣜג *)*ɿ෱ౡ༸ً ʗ ຀Ӝೳ人 ʗ 長ౡ૱ࢤ

౤げかけれ͹、
୭かがԠえͯくれる。

コミュニティの中では、自社の課題を

自社だけで解決するݮ要はありません。

一ᆏに考えてくれる人や企業がたくさん

いる。多様な知見に触れてみてください。

コミュニティ
の魅力

POINT

017016



みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #0�　株式会社ΫΤスτ

ပたちクエストがᒬっているのは、主

にマイクロḐービスの開発。qn�q{x の

持つ様々なモジューḍなどを、実際に

使えるようにするʹり組みです。たと

えば qn�q{x で使えるモジューḍには、

動きを感知するものや 
!ᭆ を感知す

るもの、通知するもの、᥅が᩹るもの、

様々あります。̈́体ではまだ݊にၫつ

ものではありませんが、「人が通ると

᮹ ᥅が᩹る」とか「
!ᭆ ഻度が高くな

ると ᮹ 自動ऌ気される」と、マイク

ロḐービスによって組み合わせること

で使用できるようになります。

現在はয本気ᗪ͂会のデータを用いた

ḫーḍをˀƙ中。য本気ᗪ͂会が਩す

るኳ大な気ᗪデータやそれをアḄンジ

したࣅॿは、様々なビジネスに活用

できると期待されています。気ᗪデー

タを qn�q{x のモジューḍとして使える

ກӝをঁえることで「ౘൈࣅॿがד

内ۍしをおすすめのযは ᮹ スマート

フᷳンに通知」「熱中໯ߓ報のリスク

が高いযは ᮹ ȃ۬Ⴤ๗アプリに通知」

といった、ɥ体的なアイデアを試し

やすくなりますよね。アイデア˝出

へ向けた下ҁづくりをᒬっているの

が、ပたちなのです。̈́なる発注社 ᮹

͵注ሬの関ƽではなく、同じコミュ

ニティメンバーとしてಡく関わるこ

とで、よりよいものづくりができて

いると感じます。

ḙフトḳェア開発はབྷに見えないこと

の方が多く、ᕦしくない方も多いと思

います。だからこそ、ပたちが心がけ

ているのは、ಡくᶪアリングすること。

アḳトプットや手段の「どのようにや

るか」はပたちの得意分

លですから、「Ɠをやるか」

の想いやアイデアをきち

んとࣔえることで、みな

さんの本当にやりたかっ

たことを΋えられると考

えています。それは、ク

エストが普段から大切に

している、おב様ととも

に成長するという姿勢にもつながって

いるのかもしれません。ᖀかのやりた

いことや、どこかの企業の成長にע与

することで、自分たちも新たなよいも

のづくりを経験できたり、ビジネス˝

出に参加できたりする。ಡいつながり

の中で、得られるチṓンスがあります。

qn�q{x 会員は、デバイスをつくる企業、Ḑー

ビスアイデアのある人、データを提Ʋできる

企業など、様々な強みを持っています。クエ

ストが強みとするのは、ḙフトḳェア開発を

通じアイデアをɥ現化すること。本プロジェ

クトでは、য本気ᗪ͂会の持つ気ᗪデータを、

コミュニティのみなさんが活用できるよう、

アイデア˝出につながるᓟˮḫーḍˀƙを

ᒬっています。

য本気ᗪ͂会は、様々な気ᗪデータを qn�q{x

会員にもっと知って、もっと手ᚨに使っても

らい、Śū上に製品やḐービスをつくるアイ

デアの種にしてほしい。クエストは、そのᥬ

いをかなえるため qn�q{x のマイクロモジュー

ḍシステムを開発中です。

、かし׆みをڧ
ΞΠσΞの۩ݱԽに
。༩するد

Αり۩体的な
γステϜで、
ΞΠσΞに޿がりを。

RESULT

OUTLINE

システム開発、େ჏、ǋ守などをᒬう IT ḙリューション企業。

コミュニティ内では、IoT を使えるᰛつくれる人を増やすための

システムˀƙやエンジニア育成をࢢっている。

株式会社ΫΤスτ

੡඼やσーλを࣋つ企業と、

৽たなιϑτ΢ΤΞ։ൃができたら。

「Կかに࢖えまͤんかʁ」から࢝まる、γステϜͮくり

୭でも׆༻できるؾ৅৘ใϞδューϧԽϓϩδΣΫτ

જࡏニーζを
Ҿき出す。

ḙフトḳェアのᥗҮはᕦし

くない方も多いもの。だか

らこそ大切なのは、ཚ手の

本当にやりたいことを引き

出すことです。Ɠがしたい

のか、なṨやりたいのか。

ᶪアリングをÿ׶にᒬいな

がら、手段を提案します。

ࣗ社ٕज़とଞ社ニーζのつながると͜Ζに、

Ϗδωスνϟϯスと、ものͮくりのݧܦを得られる。
ཅ一ڮձࣾΫΤετɿसࣜג

コミュニティ
の魅力

もっとΑく
するたΊの
ఏҊができる。

ただ発注された仕様にˈっ

てᒬうものづくりではな

く、ůᡲとしてともにᒬう

ものづくりがΆኀだと思い

ます。自分たち発信で、

「もっとこうしたらよくな

るのではᯈ」と提案できる

ᤞ༨さも、みなさんとಡく

関わるងចκのᶩとつです。

Youichi
FUNAHASHI

POINT

018 019



企業の枠を越え、

成長できる場所があったなら。

みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ ｜ PROJECT #06　京セラ株式会社

京セラは当初、商品に関する新たな用途の開発

を期待してコミュニティに参加しました。しかし

結果的には梅原さんのように、様々な企業との

関わりやプロジェクトと出会い学びや成長を

得る人がいた。人材の育成の観点でメリットが

大きかったように思います。

コミュニティで活躍するたくさんの方々と話

し、議論し、ものづくりに携わることで、視点

が変わるのを感じました。社外の視点や発想の

異なる人とのディスカッションは、非常に刺激

的なものです。また、ユーザーの声を聞けたの

もよかったですね。通常業務では、製品を使う

人と直接話すことはほとんどありません。

コミュニティのワークショップなどでは、製品

に触れてアイデアや感想を伝えてくれる人がい

るのでモチベーションや次のアイデアにつなが

りますね。

エンジニアというものは、内側に閉じてしまい

やすい職種。幅広く、多様な視点を知ることも、

大切な成長です。

コミュニティでの活動を経て、まずは課題とそ

の解決から物事を考えるようになりました。

「いかに自社デバイスを使うか」という発想で

はなく、まずは「どうやってこの課題を解決す

るか」という一段高い視点。自社の利益だけで

ない、全体最適で考えることの重要性に気づき

ました。

梅原さんは、それを楽しめていますよね。楽し

む力を身につけることは大切です。上司として

も笑顔で業務報告してくれる姿は嬉しいもの。

梅原さんが仕事中にポジティブな言動が増えた

ことで、影響されるように社内のムードも前向

きな雰囲気になってきたと思います。

コミュニティは、たくさんの IoT プログラムの

ユースケースやビジネス化を、学べるところで

す。言ってしまえば、しゃしゃり出ることが大

事（笑）。実際に手を動かすことで体感します。

自ら体感しているからこそ、エッセンスがわか

るし、普段の仕事にも応用できる。引き出しが

増えた分、自社の事業や製品についても、新し

い角度からの提案を試みることができるように

なったと感じています。

岸本

梅原

岸本

梅原

岸本

梅原

多様な関わりから得られた、俯瞰的な視座。

普段は通信機器のプロダクトマネジメント業務に従事し

ている梅原正教氏。様々な企業やプロジェクトとの出会

いから、俯瞰的な視座を学ぶことができたと言います。

現在コミュニティでは、商品開発やワークショップ運営

など、多様に活動しています。

楽しむ姿勢そのものを、学び、組織に返す。

梅原氏の上司である岸本舜一氏は、梅原氏の成長を「コミュ

ニティから好奇心を持ち帰ってきた」と表現します。普段

の業務においても、主体的に動き、ポジティブな思考が

磨かれました。結果、製品の新しい活用アイデアが生まれ、

梅原氏の姿勢は組織全体にいい影響を与えています。

Masanori 
UMEHARA Shunichi 

KISHIMOTO

通信機器や電子部品、ファインセラミック製品を扱う大手メー

カー。IoT 製品の開発にも注力していこうとするタイミングで、

コミュニティへ参画。

京セラ株式会社

職種や企業にとらわれない視点を学ぶ。

社外コミュニティで育む越境型人材育成

OUTLINE RESULT

まずは信頼し、
背中を押す上司であるべし。

岸本氏が強調するのは、長期的な視点で部下の成長

を見守るのが大切である点です。短期的な売上など

を意識しすぎず、様々な経験を通した社員の成長が

長いスパンで自社の成果に結びつくと考え、背中を

押す姿勢をとっています。

あらゆる場所へ飛び出し、

ありとあらゆるユースケースを体感する。
ձࣾɿプϩμΫτϚωーδϟー�梅原正教�ʗ�ୈࣜגηϥژ �ٕज़՝੹೚ऀ�岸本舜一

ものだけでなく、
人もつなげる。

熱意を持った人がとても多いです。また

その熱意を持った人同士がつながり、

互いに触発し合えるので、さらなる熱量

を生み出していると感じます。

コミュニティ
の魅力

POINT

020 021



ifLinkの機能ブロックを使って、
ユーザー自らがDIYで課題を解決可能1

2

3

ifLinkରԠの機ೳϒϩοΫ(Ϟδϡーϧ)とIF-THENのϧーϧを組み合わせたϨシϐ
を、スϚーτϑΥンやPCで作੒する͚ͩで、便利な仕組みをΧンλンʹ࣮ݱՄ
ೳです。Ϣーβーがࣗ෼で作ΕるDIYܕのシスςϜです。

ifLinkを活用したϞϊやݱ৔のIoTσーλが、ۀքやϝーΧーの࿮を௒͑ͯΦーϓ
ンʹつながΓます。様々なϞϊやσーλを組み合わせることで৽たな޿Ҭサービ
スや࠷దなサービスがੜまΕ、৽ۀࣄن૑ग़をଅਐします。

ifLinkならൃ૝したΞΠσΞをす͙ʹಈ͔し、Χλνʹすることができるので、
৽たなۀࣄをੜみग़すDXਓࡐҭ੒のڭҭπーϧとしͯも活用Մೳです。また、
ifLinkΦーϓンίϛϡೋςΟとい͏࣮ફの৔もఏڙします。

業界やメーカーの枠を超えたデータ連携・活用
により新たなサービス創出を促進

アイデアを素早くカタチにするツールを活用し、
DX人材育成やDX実践をサポート

このΑ͏なՁ஋を૑ग़したい͓٬様΁

IoTを活用しͯݱ৔͔ら
Πϊϕーシϣンをىこしたい

৽しいۀࣄをൃ૝しͯ
をҭ੒したいࡐするDXਓݱ࣮

IoTɾAIを組み合わせͯ
৽たなサービスをੜみग़したい

つなぎたい機器やサービスを選び、
IF（もし～ならば）とTHEN（～する）の組み合わせで

様々なシーンで活用できる便利な仕組みを作ることができます。

10:35

HELLO

ON

OFF

ࣗ෼Ͱ
ͭ͘Εる
* P5
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i fLinkのある世界
೔々฻らす֗のதでifLink͸活༂します。͋なたのՈや͓ళ、ۀࣄॴ、޻৔、ެࢪڞઃなͲで
if-thenのΞΠσΞをࢥいු͔΂Εば、ͦΕを؆୯ʹ࣮ݱできます。
もしCO2がଟ͘なͬたら、ؾ׵をڧΊる。もし૷ஔがఀࢭしたら、ޫ͓ͬͯ஌らせ。
。できますݱΕたϞδϡーϧを組み合わせͯ؆୯ʹΞΠσΞを࣮͞ڙらఏ͔ۀاՃࢀ
Ұॹʹ୭でも؆୯ʹIoTをつ͘Εるੈքを࣮ݱしましΐ͏。
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一般社団法人ifLinkオープンコミュニティは、

さまざまな企業・団体に所属する人々が、その垣根を超えてオープンに交流しながら

「誰もがカンタンにIoTを使える世界」を実現するためのコミュニティです。 

現在100社以上の企業や学校が集まり、IoT機器のifLinkモジュール化やIoTソリューションの試作、

アイデア発想、マーケティングなどを行っています。

もし業界やメーカーの枠を超えてさまざまなモノとモノがオープ
ンにつながる世界が来たら、ユーザー体験は大きく変わると想像
します。
ifLinkをオープン化して、さまざまな業界、団体の人々が垣根を
越えて「だれもがカンタンにIoTをつかえる世界」を実現するた
めのコミュニティを立ち上げました。
世界中のみなさまと共に、新しいユーザー体験を共創していきた
いと思います。

会員一覧

お問い合わせはこちらから

ifLinkオープンコミュニティ HP
https://iflink.jp/

株式会社デンソー／学校法人昭和女子大学／総合エネック株式会社／ IoT-EX株式会社／株式会社スカイコム／ミツミ電機株式会社／株式会社ソフトテックス／ペリオン株式会社／

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社／日本特殊陶業株式会社／株式会社 きんでん／東京コンピュータサービス株式会社／株式会社石川コンピュータ・センター／

株式会社三和技術総合研究所／株式会社ヤザワコーポレーション／株式会社 ノーリツ／東芝ＩＴコントロールシステム株式会社／東洋エレクトロニクス株式会社／

株式会社ツリーベル／さくら情報システム株式会社／株式会社 東芝／日本ユニシス株式会社／東京ガス株式会社／株式会社 日本コンピュータ開発／株式会社ティケーユー／

株式会社リコー／丸文株式会社／ KDDI株式会社／株式会社エスプリ／株式会社イセトー／日本アイ・ビー・エム株式会社／ベイシス株式会社／アルプスアルパイン株式会社／

田中電気 株式会社／グリーンブルー株式会社／ソーバル株式会社／株式会社ＡＦＴ／株式会社電通国際情報サービス／ Global Mobility Service株式会社／株式会社クレスコ／

株式会社USEN ／ MS&ADインシュアランス グループ ホールディングス株式会社／株式会社セガ／日本セラミック株式会社／東横化学株式会社／株式会社ジェネシス／

株式会社　アルファ／京セラ株式会社／株式会社パトライト／一般社団法人ONE JAPAN Resource Management ／一般財団法人　日本気象協会／株式会社オフィスジャパン／

株式会社　千代田組／ SOMPOホールディングス株式会社／特許業務法人　スズエ国際特許事務所／株式会社ワードシステム／株式会社タニタ／

公立大学法人 岩手県立大学総合政策学部近藤研究室／ソフトバンク株式会社／株式会社 電通／みずほ東芝リース株式会社／一般社団法人 新技術応用推進基盤／株式会社サイオー／

株式会社Insight Tech ／ Mira Robotics 株式会社／株式会社みずほ銀行／本田技研工業株式会社／ラトックシステム株式会社／国立大学法人東京大学　桜井研究室／

江崎グリコ株式会社／株式会社Box Japan ／株式会社ヘルヴェチア／株式会社Cosmoway ／株式会社コノル／ FutuRocket株式会社／ハローライト株式会社／ヨクト株式会社／

学校法人岩崎学園／ノバルス株式会社／エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社／株式会社クエスト／株式会社トライエス／エレックス工業株式会社／

九州東芝エンジニアリング株式会社／学校法人目白学園 目白大学 メディア学部メディア学科 平山秀昭研究室／東芝情報システム株式会社／ NRIネットコム株式会社／

アズビル株式会社／株式会社ＷＤＳ／小田急電鉄株式会社／株式会社PID ／日本管財株式会社／株式会社パソナテック／ NEUSOFT Japan株式会社／セコム株式会社／

アールコネクト合同会社／東北電力株式会社／新光産業株式会社／株式会社クラシコア／株式会社興電舎／株式会社エクサ／学校法人千葉工業大学／

学校法人東海大学 工学部 動力機械工学科／ジスクソフト株式会社／ IoTクリエイターズ・オープン・ネットワーク／古河電気工業株式会社／高和電氣工業株式会社／

東芝テック株式会社／コエステ株式会社／ SCSKサービスウェア株式会社／株式会社　椿本チエイン／ミツイワ株式会社／株式会社ウェーブフロント／

学校法人福岡工業大学　工学部　電気工学科／株式会社コアコンセプト・テクノロジー／国立大学法人香川大学 情報メディアセンター／株式会社IHI ／株式会社日経リサーチ／

株式会社AnchorZ ／日本ダイレックス株式会社／玉川大学工学部マネジメントサイエンス学科／ロート製薬株式会社／

一般社団法人ナノテクノロジービジネス推進協議会（IoTセンサ分科会）／株式会社アート電子／

国立大学法人　大阪大学　大学院工学研究科　ビジネスエンジニアリング専攻　倉敷研究室／ UiPath 株式会社／ EDUTEX株式会社／ NUWAロボティクスJAPAN株式会社／

株式会社ピーエスアイ／一般財団法人　電力中央研究所／公立千歳科学技術大学 情報システム工学科 小松川・深町・山川研究室／株式会社PUZZLCE ／

オムロンヘルスケア株式会社／ルネサスエレクトロニクス株式会社／ワゴジャパン株式会社／株式会社　情報システムエンジニアリング／愛知県教育委員会／

CollaboGate Japan株式会社／国立大学法人横浜国立大学／国立大学法人東京農工大学 工学府 中山研究室

一般社団法人 ifLinkオープンコミュニティ

代表理事　島田 太郎

検索ifLinkオープンコミュニティ

あなたもコミュニティで一緒に活動しませんか？

(2022年2月28日 時点）
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みんなの「もし」を叶え合うコミュニティ
発 行 日： 2022年5月24日
制作・発行： 一般社団法人ifLinkオープンコミュニティ　info@iflink.jp

制作協力： 四〇四号室

ifLink Open Community では、今日も日夜あちこちで、

新たな「もし」が動き始めています。

ご紹介した 6 つのプロジェクトは、ほんの一例。

「もし」を願う人にも、「もし」を叶える人にもなりながら、

次の IoT の民主化を、一緒に生み出していきませんか？

あなたの「もし」も、ぜひ聞かせてください。



プレミアム会員がそれぞれのテーマを掲げ、仲間を募り、IoT活用のアイデ
ア発想から試作までを爆速で実施するオープンマーケティングプログラム

「ビストロifLink」のご紹介です。掲げるテーマごとに進め方やゴール設定
は自由ですが、コミュニティ内の仲間と共創することがポイントの活動です。
2021年度も多様なバックグラウンドの会員が集まり、共創活動が行われま
した。

プレミアム会員主体の
共創活動

C h a p t e r  1 .

ifLink Open Community Yearbook 2O21

ビストロifLinkでテーマを掲げた
プレミアム会員２社の共創活動をご紹介します

032 「ifLinkガレージ」 オープン！
株式会社デンソー 

038 宇宙を目指すIoT！？
株式会社IHI 
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ifLinkオープンコミュニティ紹介

「ifLinkガレージ」 オープン！ 株式会社デンソー
宇宙を目指すIoT！？ 株式会社IHIプレミアム会員主体の

共創活動

ifLink商品化最前線

教育現場での
ifLink活用

部活ifLink!

ifLink2021年度
アップデート情報

Camp x IoT  盗難抑制ペグ 株式会社PUZZLCE
CO₂濃度モニタリングサービスClosedBuster™ 株式会社WDS

香川大学様と共同開発したサービス創出の授業を通じて 株式会社リコー
発想力豊かな人材育成のための
ifLinkを活用した学校法人岩崎学園の取り組み 学校法人岩崎学園
AIロボットKebbi Edutex株式会社
ifLinkを利用した創造性教育 学校法人東海大学
小学生向けIoT普及活動 小学生チーム
 アルプスアルパイン株式会社
 京セラ株式会社
 株式会社東芝

プレミアム会員Voice コラム

IoTメーカーズ！部 / 産官学イノベーションベース部 / 街灯を利用した街中IoT部 /
大喜利部 / 電池レスビーコンでIoT部 / 指紋認証でイフる部 / イフらせよう部

TRY! ifLinkキット・オオギリキット紹介 / オープンテスト版アプリ・レシピブック公開 /
受賞・社外講演・メディア掲載一覧/ ifLinkで動くモジュール紹介

株式会社デンソー
株式会社IHI
KDDI株式会社
株式会社リコー
アルプスアルパイン株式会社
UiPath株式会社
ミツイワ株式会社

オープンコミュニティの事務局で２か月間働いてみました
ifLink商品化促進プログラム
コミュニティ総力で教育現場でのifLink活用について考えています
会員有志でifLinkのユーザー体験を考える活動をしています
会員有志でifLinkの技術開発やそのサポートを行っています

Chapter 3.

Chapter 2.

Chapter 1.

Chapter 5.

Chapter 4.

Special Contents

ifLinkとは



クルマはそのデジタル化によって、100年に一度の大変革
の時期を迎えています。同じ規格の車両を大量に生産し、同
じように使っていただく時代から、デジタル技術を活用し、
使う人のライフスタイルや用途に応じてカスタマイズした
り、刻々と変化する時代のニーズに合わせて、機能や動作を
バージョンアップする時代を迎えます。
そこでオープンしたのが、「ifLinkガレージ」です。コミュ
ニティに集まった様々な背景を持つ方々に、ifLinkを活用し
て、モビリティの新しい使い方を自由に創っていただく場に
なります。

2021年度も、会員の皆様と様々な取り組みをさせていた
だきました。ここでは、弊社が主催した「車載ディスプレイ
のアイデアソン」と、クルマを使ったアイデアを手軽に試せ
る「バーチャルカー」の取り組みを紹介します。

何を映したっていいんだよね？車載ディスプレイのアイデアソン

ifLinkガレージ

ifLinkガレージ・・・それは
ifLinkを使って誰もが自分の暮らしにマッチした
モビリティを創れる場です。

プレミアム会員主体の共創活動   株式会社デンソー

株式会社デンソー
木村　洋介

株式会社デンソー
鬼丸　禎史

オープン！

​​ ​何を映したっていいんだよね？…
​​車載ディスプレイのアイデアソン

「花」と「団子」で Give & Give

車載ディスプレイといえば、カーナビや後席モニターなど
が思い浮かびます。今後は大型化するでしょうし、設置され
る数も増えていくのかも？
そんな未来の車載ディスプレイの使い方を、年齢・性別・
職種などの立場によらず、様々な視点で発想していただくア
イデアソンを企画しました。
皆様の参加意欲を掻き立てるため、花（興味）と団子（利
益）を用意しました。花としてディスプレイの最新動向のセ
ミナーを、団子としてAmazonギフト券を全員にプレゼント
おかげさまで、募集人数を上回る方にご参加いただけまし
た。

​​ ​運営は会員企業や学生と一緒に

手間がかかるイベント運営は、iLOC会員でもありノウハ
ウをお持ちの、パソナテック様の協力を仰ぎました。

と、企画段階から最後の振り返りまで支援いただきました。
また、若者のチャレンジの機会として、学生グループの
ファシリテーターを募集し、昭和女子大学の小林さんに務め
ていただきました。
多くのアイデアが集まり議論が白熱したため、2時間半の
枠では物足りないほどでした。

• アイデアシートの作成と宿題の配布
• Miroを用いたアイデア拡張手法
• グループ討議時のファシリテート
• 参加者への景品の配布
• アイデアソンの結果のレポート作成

コロナ禍なのでオンライン開催
コラボツールMiroで議論
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株式会社デンソー

コミュニティの「内側」だからこそ、得られる経験がたくさんあります

オープンコミュニティの事務局で２か月間働いてみました

ifLinkオープンコミュニティでこんなことを担当しました

会員との打ち合わせ
事務局運営やモジュール利用のマニュアル整備
お問い合わせ対応
ifLink紹介/体験イベント開催
IMSの開発者を増やす活動

式会社デンソーの鬼丸です。私は入社1年目
の新入社員で、配属後から ifLinkの活動に参

加しています。オオギリ、ビストロ、IMS作成など、
様々な活動に参加してきましたが、なんとコミュニ
ティの事務局員として2ヶ月間働いてきました！　
その体験記をここに綴りたいと思います。
　私が担当した事務局の仕事は、大きく4つありま
した。
　1つ目は、会員サポートです。会員個別でのオン
ラインセッションや、事務局に届く問い合わせへの
対応を行いました。
　2つ目は、イベントの開催です。ifLink体験WSや、
会員外向けの ifLink紹介イベントを実施しました。
　3つ目は、事務局運営の改善です。事務局運営の
手順などをドキュメントに起こし、業務改善を図り
ました。
　4つ目は、ifLink対応モジュールの普及促進です。

会員に貸出しする「Try ifLinkキット」を整備したり、
開発者を増やす活動などを行いました。
　2ヶ月間、コミュニティならではの貴重な体験を
たくさんさせていただきました。
　1番の経験は、30社以上の企業の方と交流できた
ことです。会社では一介のエンジニアの私がこの経
験をできたのは、事務局だからこそです。私を知っ
てもらえたことで、デンソーの鬼丸としての ifLink

活動もさらに広がっていくでしょう。
　その他にも、コミュニティを運営するノウハウを
学べたり、イベントの企画から開催を一気通貫で任
されるなど、本当に良い経験をさせていただきまし
た。
　これを読まれた企業の方や学校の先生は、若手社
員や学生に事務局体験をさせてみてはいかがでしょ
うか？　必ずや成長の糧になるでしょう。

運営チーム
MTG

お問い合わせ
対応

会員A社との
セッション

■ 事務局の一日はチームMTGで始まり、セッションやイベントなど企業との交流が盛りだくさんです。

会員B社との
セッション

ifLink紹介
イベント

マニュアル
整備

コラム １ ifLink事務局への出向

事務局のある一日

鬼丸 禎史

株

​ ​配れるコネクティッドカー「バーチャルカー」

パソコンやタブレットの中のマイカー
様々な情報をやり取りできる未来のクルマ、あなたの手元
で動かしてみたくないですか？
そこで、デンソーは配れるコネクティッドカー「バーチャ
ルカー」を開発しました！
バーチャルカーは、Webブラウザで動かせるアプリで、
クルマの動作を再現できます。ifLinkを使って外部モジュー
ルと連携も可能です。
例えば、スマホに「開け、ゴマ！」と喋ると、クルマの鍵
が開く……このように思いついたアイデアをすぐに試せま
す。

​ ​新人エンジニアが大学講師に

会員の東海大学様では、クルマの制御を学ぶ講義が行われ
ています。講師からDX教育として、バーチャルカーのifLink

モジュールを提供してほしいと依頼があり、デンソーが講義
に参加することになりました。また、講師から未来のクルマ
についての講演の依頼もあり、入社1年目の新人エンジニア、
鬼丸が教鞭を執りました。こんな経験ができるのもifLink会
員同士だからかもしれません。
講演後、学生が考えたアイデアを、バーチャルカーと

ifLink対応モジュールを組み合わせて試してもらいました。
すると、学生から「面白い、未来のクルマで自分のアイデア
が実現してほしい」といった大変好評な声をいただけまし
た。デンソーとしても、クルマのアイデアを試してもらえた
り、バーチャルカーの改善点をフィードバックいただけたの
で、今後もこのような活動を続けていきたいと考えています。

車外ディスプレイで宣伝・注文する無人キッチンカー

ナビ画面で推しキャラとバーチャルデート、未来は助手席にアバター

車内がVR空間に！ライブ鑑賞？それともスポーツ観戦？

記念撮影時のみマスクを外しています

バーチャルカー構成図

配れるコネクティッドカー「バーチャルカー」

バーチャルカーを動かしてみた

​ ​思いもかけないユニークなアイデアが

我々メーカーの発想とは異なる、ユーザー視点のアイデア
が多数生まれました。例えば… 

• 在宅勤務のランチの悩みから生まれた、車体がタッチ
ディスプレイになったキッチンカー。ボディー全体に
映ったメニューを、車体タッチで選択・注文できます。

• 自動運転車の車室全体がディスプレイだったら…。ス
ポーツ観戦にライブ鑑賞と使い方は十人十色！様々な視
点から様々な使い方の議論が白熱しました。

• 助手席にホログラフィー投影できたら...。同乗者は実物
でなくていいんです。離れていても大事な家族のアバ
ターや推しのキャラクターがいつも隣に、コロナ禍だか
ら生まれたアイデアです。
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情報通信開発部
事業開発3室 　開発3課

鬼丸　禎史

情報通信開発部
事業開発3室　開発3課　課長

菅野　泰成情報通信開発部
事業開発3室　上級CX　iLOC理事

安保　正敏

情報通信開発部メンバー集合写真 本社社屋

活動2年目は、東海大で ifLinkにつないだバーチャルカーを使って
授業を実施しました。楽しかったですね！
動いたときに学生さんに喜んでもらえるのがとても嬉しかったです。
2か月間ですが事務局での研修も経験しました。
P35に詳しい情報を掲載しているので良かったら見てみてください。

活動1年目は、会員の皆さんにあなたの機器やサービスを車とつなぎませんか？
と呼びかけ、応募いただいた会社とはオンラインだけで試作品を共創することができました。
ifLinkオープンコミュニティは、共創相手が探しやすく、
多様な人々の意見が聴けるのがメリットと思います。
そのメリットを生かして、さらに多くの会員間で自社のアセットや
実現したい夢が交換されることを願っています。

当たり前を崩しながら進んでいってほしい

モビリティ分野は、百年に一度のパラダイムシフトに突入し、

Mobileの次はMobilityだといわれるような激動の時です。

自動車技術からQRコードまで、これまでに生み出した “世界初” は100を超し、

働く仲間は16.8万人、グループ会社も200社を超える世界No.2のグローバルサプライヤー。

デンソーのシステム開発力で車を世の中をつなげ、新しい価値を生み出したいと考えています。

ウェルビーイングな移動体験を世界に届けるために国を超えて協働しています。

株式会社デンソー

　今回初めて、新人の工場実習を ifLinkオープンコミュニティの事務局研修というカタチに変えて
行いました。元々、出向などが多くなく、ともすると与えられた仕事をこなすということが主になっ
てしまうことが課題だと思っていました。なぜ課題かと言うと、複数の組織を経験すると、当たり
前だと思っている自分が所属する組織や文化を否定したり客観的に見たりと思考することできま
す。そうすると、最適解を出すことができるんでよね。
　ですが、組織をまたがる経験が少ないとそういったことができません。なので、ぜひ ifLinkオー
プンコミュニティの事務局という社外組織を経験してほしいと思っていました。結果的に非常によ
かったと思っています。事務局を経験した鬼丸さんですが、以前は自分の考えを伝えることに消極
的でしたが、前に出るようになりましたね。鬼丸さん自身も、他の人に同じ
ような経験をしてほしいと思っているようです。新人教育というのは組織情
報を与えるための内向きな活動になりがちですが、人事にとっても新しい視
点を提供できたように感じています。

VOICE
ifLinkプレミアム会員

036 037プレミアム会員Voice 株式会社デンソー



月から地球を見ると、少し大きめのビー玉くらいに見える
そうです。アポロ15号の宇宙飛行士ジェームズ・アーウィ
ンは、月から見える地球を「宇宙の暗黒の中の小さな青い宝
石」と表現し、その美しさと同時に弱々しさに心を奪われた
そうです。
もし皆さんが月に行って地球を見ることができたら、どん
なことを思うか、想像してみてください。「あの美しく儚い
地球を永遠に守りたい」とか「私たち生命はなんのために地
球に生まれたのか」とか、地球規模・生命規模の想いが皆さ
んの中に湧き上がってくると思います。 

地球を外側から眺めることで、地球を慈しむ感情が生まれ
る。たくさんの人がこうした経験すると、世界はきっと良い
ものになると信じています。 

しかし、たくさんの人が月に行けるようにするには課題
があります。1㎏あたり1億円という月への莫大な輸送費で
す。月に滞在するためには酸素が必要ですが、 これを地球か

ら持って行くと費用がかかります。加えて、月で人が住むた
めには食料も自給自足する必要があり、植物・動物・微生物
も生育できる環境を整えなくてはいけません。

​ ​ ifLinkを使って月面で
​​酸素を管理する装置を作りたい

人と動植物が快適に生活するために、月面で酸素を効率的
に管理できる装置を作りたいと考え、これまで研究活動を進
めてきました。そうした中で、ifLinkオープンコミュニティ
と出会い、民間企業による宇宙開発と、誰もがIoTを使える
ifLinkの仕組みを掛け合わせて、宇宙とIoTの民主化を目指そ
うという考えに至りました。

宇 宙を目指 す I o T！？
「月面に人が住む」という壮大な夢を実現するため、
ifLinkを使って月面で酸素を管理する装置を
作ろうとしています

共創メンバー

プレミアム会員主体の共創活動   株式会社IHI

株式会社IHI
技術開発本部
福島 洋輝

一般財団法人日本気象協会
岡村　智明

株式会社クレスコ
小山　内篤

古河電気工業株式会社
用瀬　英順

株式会社デンソー
安保　正敏

株式会社パトライト
猿渡　隆浩

一般財団法人日本気象協会
木幡　咲英理

東芝 I Tコントロールシステム株式会社
三塚　長

目白大学メディア学メディア学科平山秀昭研究室
平山　秀昭

株式会社デンソー
鬼丸　禎史

株式会社パトライト
福本　克也

一般財団法人日本気象協会
堀江　祐圭

本田技研工業株式会社
沈　韡楊

株式会社トライエス
勝由　里子

CollaboGate Japan株式会社
内田　光紀

エレックス工業株式会社
川元　宏朗

京セラ株式会社
梅原　正教

株式会社日経リサーチ
赤田　融加

本田技研工業株式会社
鈴木　直人

株式会社IHI
高度マネジメント統括本部
牧浦　能人

株式会社IHI
高度マネジメント統括本部
長島　聡志

​ ​月から地球を見る人が増えれば、世の中はより良いものになる

（左）月に滞在するための最大の課題は、1kgあたり1億円という輸送費
（中央）月面で酸素を効率よく使うシステムによって、費用を1/15にする
（右）人だけでなく，植物・動物・微生物も育成できる環境構築が必要
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​ ​活動の合言葉は「ワクワク」
​​予想もしない広がりとスピードで進行

IoT素人リーダーが手探りで活動開始
リーダー自身がIoT技術の知識がゼロであったため、活動
は完全に手探り状態で始めました。ifLinkオープンコミュニ
ティ事務局の方々が一緒になって考えてくださり、アイデア
ソンを21年10月と11月に開催しました。アイデアソンの内
容は、将来の月面での酸素管理に必要な技術を使って、今の
社会課題に対するソリューションを考えるというもの。12

社15名の方にご参加いただき、ifLinkのオオギリツールを
使ったフレームワークによって、短時間で大量のアイデアを
生むことができました。

アイデアを元に試作品製作を目指す
予想以上に面白いアイデアが生まれ、「このまま終わって

しまうのはもったいない」と思い、アイデアをカタチにする
ことを次の目標に掲げました。22年の年明けからメンバー
募集し、ビストロ第2フェーズと称して現在活動中です。大
量にあったアイデアの中から選び抜き、将来の月面での魚の
養殖を見越して、水中生物向けの酸素管理IoT装置の試作を
行っています。毎週、オンラインでチームミーティングを行
い、活動内容を話し合って決めています。意見を交わす中で、
熱帯魚水槽サイズであれば、各社が持っているデバイスの組
み合わせで試作品が作れそうだとわかってきました。

この活動はメンバーの「ワクワク」を大事にしています。
「ワクワク」を中心に進めることで、メンバー間の思いが波
紋のように広がり、活動は想像以上に拡大・加速しています。
しがらみや建前を気にすることなく進められて、会社内や他
のコミュニティでは得られない爽快感を感じながら日々取
り組んでいます。

このマグマに飛び込んでみては？
ifLinkオープンコミュニティで半年程度活動してみて思う
ことは、ここはマグマのような場所だということです。超高
温で触れたものを燃え上がらせ、どんな堅そうなものも溶か
して呑み込み、変幻自在に形を変える。
何かやりたい思いを持っている人には、このマグマに入っ
てもらって、一緒に大きな火山を作り、大噴火させて新大陸
を作りたいです。

月面での水中生物の育成をサポートする
酸素管理IoT装置を目指す

12社15名に参加いただいたアイデアソン、短時間で55個のアイデアが量産された

水槽内の生物の生育をサポートする装置をチームで検討しているミーティングを行ったIHIイノベーションセンターでの集合写真
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50名ほどを集めた ifLinkオオギリを使った社内 IoT教育を
実施予定でしたが、直前でコロナの感染拡大を考慮し断念しました。
来年度はぜひ実現したいと思っています。
教育の中で、ifLinkを使って簡単にモノやサービスの試作を
試せる楽しみを伝えたいと思っています。

高度情報マネジメント統括本部
デジタルビジネス創造部
長島　聡志

ifLinkオープンコミュニティでの活動は通常業務とは全く関係なく、
社内副業制度を利用して活動しています。ビストロ ifLinkで「宇宙開発アイデアソン～
将来の月面技術で、いま、地球上でなにができるか～」というテーマを立てました。
会員の皆さんが、見ず知らずの自分の意見をインセンティブもなしに聞いてくれて、
楽しんで意見をくれることに驚きました。現在も一週間に1回ほど活動をしており、
ifLinkは様々なデバイスを簡単につなぎ合わせることができるので、
いち早く試作品ができそうだと感じています。

技術開発本部
ものづくり推進本部
福島　洋輝

豊洲IHIビル
オスマンガーズィー橋（イズミット湾横断橋）

作ったり、解決したり、人を応援したりと “何か” をすることにモチベーションを持っている集団です。

例えばですが、社内の困りごとを社内限定のSNSに投稿すると、必ず助けてくれる人がいます。

そういった内に秘める想いを持っている社員や入社してきてくれる若手の気持ちを消さないように、

通常業務の20％の範囲で社内副業OKとする試みを始めています。

それと IHIが作るものは、IHIだけの力で作れない巨大なものが多くあるため、

お客様と共にものづくりを積み重ねてきました。

その結果、“お客様とやりぬく力” が IHIの一つの特徴になっていると感じています。

株式会社IHI

高度情報マネジメント統括本部
LCBシステム部　部長

星野　輝男

熱量だけではどうにもならないけど、
熱量がないと始まらない

　これまで産業別のサイロで強みを磨いてきましたが、社会課題が複雑化する中、新しい結合で価
値を生み出していくことが大切だと思います。特定の産業の枠の中で課題が降ってくるような環境
でしたが、デジタル化により想定していない課題に直面するようになってきました。これに対応し
ていくためには、人と人のレベルで繋がって新しい価値を生み出していく必要があります。
　この点で ifLinkオープンコミュニティの活動は積極的に取り組んでいきたいと思っています。通
常の共創活動は、技術開発・要素技術・新規事業など枠がありますが、ifLinkオープンコミュニティ
の活動は社外で人を集めるところから始まります。福島さんのようにコミュ
ニテイの混沌中でスピード感を持って活動を進められる人材が IHIにとって
は必要です。どんどん外に出て人と人のつながりを大切にしながら広げてほ
しいですし、そこから気づきを以て会社に還元してほしいです。

VOICE
ifLinkプレミアム会員

042 043株式会社IHIプレミアム会員Voice
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コミュニティは単なる出会いの場だけでなく、ifLinkを使った商品・サービ
ス創出に向けた取り組みが積極的に行われています。一社では難しくても、
様々なバックグラウンドを持つ会員同士が知見や貢献をGiveし合うことで、
×ifLinkの面白い商品・サービスの開発に繋がっていきます。今回はその取
組みの最前線として、株式会社PUZZLCEと株式会社WDSの事例をご紹介
します。

コミュニティの総力で×ifLinkの商品創出へ

046 Camp x IoT 盗難抑制ペグ
株式会社 PUZZLCE 

048
CO₂濃度モニタリングサービス
ClosedBuster™

株式会社 WDS 



​​ ​キャンプ場で多発する
​​盗難を抑制したい…

コロナ渦で高まるキャンプ需要。密
にならないアクティビティの一つとし
てブームとなり、新しくキャンプを始
めてみる方が増えました。また、SNS

やアニメをキッカケに「ソロキャンプ」
が注目され、男性だけでなく女性のソ
ロキャンプも人気を博しました。まだ
まだブームが続きそうな中、最近では
貴重品や高価な道具の盗難が多発し、
メディアでも大きく取り上げられるよ
うになりました。私たちは、2021年
より岐阜県の様々な町工場がチームと
して集い、D2Cアウトドアメーカーと
して、製品の企画から開発・販売まで
一気通貫で行っています。
もっとキャンプが楽しくなる製品を
届けたいと考えていたところ、ifLink

と出会い、自社のリソースでは実現で

​ ​新しいコンセプトでIoT製品
​​に付加価値を付けたい

キャンプは、非日常の世界観を求め
ている方も多いアクティビティです。
普段の生活のなかでは、中々感じる

ことができない、ゆったりとした時間
軸や自然に囲まれた風景などを楽しみ
にしているなどのお話もよく伺います。
また、最適化されていない「ちょっ

とした手間」もキャンプの醍醐味の一

きない、IoT製品の開発に着手できる
ようになりました。

IoTをキャンプ用品に掛け合わせる
ことで、市場の課題となっている「盗
難」を抑制する「ペグ」の開発を目指
しています。
キャンプユーザーがより楽しめる・

社会に貢献できる製品を実現します。

つです。
私たちはプロダクトのデザインを考
えるに辺り、そんな世界観を表現した
いと考えました。
「IoT機器らしさ」を無くし、無骨さ
とストーリーを感じさせる伝統職人の
ハードを掛け合わせることで、新しい
価値の創出を目指しています。
また、IoT技術を掛け合わせること
で、機能としての価値もユーザーの皆
様へお届けしたいと考えています。
ファーストプロダクトでは、「伝統
技術×IoT技術」によって、キャンプ
時の盗難の抑制に繋がる「ペグ」の開
発を進めています。

IfLinkとの共創から生まれる新しい
コンセプトで、市場の課題を解決する
製品を目指しています。

Camp×IoT

盗難抑制ペグ
商品名 発売時期　2022年末（予定）

開発期間　2022. 01 -

発売価格　オープン

アウトドアにはまだIoT製品が広まって
いないので、活動を通して普及してい
きたいと思います。
株式会社PUZZLCE
企画開発
小池　恭平

​ ​本当に
​​ユーザーに求められる
​​製品開発を目指して

私たちはIoTに関する知見や経験が
無かったため、サポーターズを中心と
した会員の皆様・事務局の皆様のご協
力をいただきながら、開発を進めてい
ます。
プロジェクト始動後は、サポーター

ズとの定例会の機会をいただき、ペル
ソナ設計とユーズケースから、課題の
抽出、機能検討をしました。
経験豊富なサポーターズからの提

案・フィードバックを重ねることで、
少しずつではありますが、商品の全体
像の確立・モジュールの選定・プロダ
クトデザインへと進んでいます。
多種多様な経験を持つ方のアイディ

アをいただきながら、企画やコンセプ
トをブラッシュアップし、よりユー

ザーに求められる製品を目指していま
す。
また、新型コロナウイルスが落ち着
いたタイミングでは、実際にバーベ
キューを行いながら、各種モジュール
の試験・当日感じた課題の抽出を実施
しました。
普段、キャンプやバーベキューをあ
まりやることない方の貴重なご意見も
伺いながら、「ユーザーに使用しても
らう」までを目的としてプロジェクト
を進めています。

株式会社PUZZLCE
URL : https://puzzlce.com/

商品名

ifLink商品化最前線   株式会社PUZZLCE

私たちは、キャンプ用品市場において、
初めてのIoT製品の開発・販売に挑戦しています。
キャンプならではの無骨なデザイン性を持つギア（アイテム）に
IoT技術を掛けわせることで、
新しい市場の創造とユーザービリティの向上を目指しています。

046 ifLink商品化最前線 047Camp x IoT 盗難抑制ペグ



濃度
CO 2

室温

湿度

​ ​コロナ禍における
​​密閉・密集を回避！

店舗や職場などでの密閉環境での新
型コロナウイルス感染・集団感染（ク
ラスター）防止のため、換気が重要視
されています。換気の基準として、人
の呼気などで排出されるCO₂（二酸化
炭素）濃度をモニターリングすること
が広く認知されてきました。店舗や職
場などでの感染防止をする上で、CO₂
濃度をモニターリングすることで換気
を促し、お客さまや従業員に安心・安
全を与えることが可能になります。

​ ​店舗や学校現場のCO₂濃度
​​を検知し換気を自動化

「ClosedBuster」は、CO2濃度検知セ
ンサーとタブレットをセットにした

プが活動しています。
その中の一つである「新型コロナ対

策部会」には、大企業のほか、センサー
を提供する企業やアプリケーションを
開発する企業など、さまざまな企業が
参加しており、「3密回避」「新たなワー
ク・ライフスタイル」「経済活性化」
における課題を検討し、それらを解決
するソリューションを試作しています。
今回販売を開始する「ClosedBuster」
もこの部会から誕生しました。

コロナ禍における密閉・密集を回避！
ifLinkで新型コロナ対策部から生まれた商品
21年５月発売以来、飲食店や学校現場などで
活躍しています。
ClosedBuster™は、ifLinkオープンコミュニティで
試作開発され、WDS社が商品化した
ソリューションです。

サービスです。飲食店や商業店舗、教
室などの学校現場、会議室、病院の待
合室などでの利用を想定しており、ス
マートフォンやタブレットでCO₂の濃
度、室温、湿度を確認することができ
ます。CO₂濃度が一定の数値を越える
とタブレットの画面に警告通知し、適
切な換気を促します。

​ ​きっかけは
​​「新型コロナ対策部会」

ifLinkオープンコ
ミュニティでは、現
在100社を超える
企業が参加し、ユー
ザ ー 起 点 の IoTソ
リューションの創出
に向けて、さまざま
なワーキンググルー

Point
タブレット・スマートフォンで確認できる

ifLink によるシステムの拡張が可能

Point

操作は簡単

Point

CO₂濃度モニタリングサービス

ClosedBuster™
商品名商品名

・ CO₂センサーは「日本セラミック社製の複合センサー(SN5-0740-AA01)」になります。計測できるデータは、CO₂濃度、気温、湿度、気圧の計測が5秒間隔で計測ができます。また、人感センサーを搭載しセン
サーによる人の所在の確認が可能です。給電方法は、USB Type-CケーブルによるUSB給電となります。

・ タブレットは当社指定品をセッティングしてご提供します。CO₂センサーとの接続は、Bluetoothによる接続となります。
・ CO₂が一定濃度を越えた際の自動換気機能や警告灯による通知機能は、ネットワーク対応したIoT機器が必要になります。（オプション対応）

ifLink商品化最前線   株式会社WDS

発売時期　2022. 05 - 

開発期間　2021. 01 - 05

発売価格　オープン

テレビ番組で紹介されました

048 ifLink商品化最前線 049CO2濃度モニタリングサービスClosed Buster™



×ifLinkの商品・サービス創出に向けて活動を進めています

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

× ifLink

コエ

子供を守る

地方創生

キャンプ

街路灯

介護施設

ボルダリング

独居老人

AIカメラ

不満トレ部

ミュニティでは×ifLinkの商品・サービス創
出意思のある会員をコミュニティの総力で応

援・推進し、商品化まで進めるプログラム「ifLink

商品化促進プログラム」を立ち上げました。商品化
意志のあるトップランナーは、×ifLinkの商品・サー
ビス創出にあたり、自分だけでは実現できない不足
のパートナー（技術・アセット提供パートナー、出
口パートナー）を募集し、共創のチームで商品・サー
ビスの創出、及び商品・サービスをユーザーに届け

るための出口の探索・連携まで行います。
　これまでに計3回のイベントを実施し、合計9個
の商品化に向けたプロジェクトが誕生しました。
ifLinkオープンコミュニティに属する多彩な法人と
人財のコラボレーションにより、×ifLinkの商品・
サービス化に向けた取り組みを進めていきます。

2021年度プログラムに参加した９のトップランナー

i fLink商品化促進プログラム

コラム ２ - １ ifLink商品化促進プログラム

コ

よろしくお願いします。
お問合せお待ちしております。
Mail: eg-sales@wd-s.com

株式会社WDS
技術担当
郡司掛　豪

株式会社WDS
営業担当
佐々木　尊志

Closed Buster™製品ページ (株式会社WDS)
URL : https://closedbuster.jp/

不二家レストラン様では、食品企業
として常に「食の安全」を最優先の課
題とし、食品事故の未然防止と製品の
安全性を向上させるため、国際検査統
合基準などを採用し万全な対策を行っ

　ifLink プラットフォーム上での CO₂濃度モニタリングサービスと他のサービスとの連携による機能拡
張の可能性におきましては、アフターコロナ対応における新しい生活様式のニーズに合ったお客さま
との接点創りのさらなる強化が期待できます。また、当社のもつキャラクター「ペコちゃん」を強み

としてお子さまやファミリーを中心に親しみのある売場創りを目指しており、その中において今
回導入した EG－Keeper® では単なる検温だけでなく、すべてのお客さまに親しみを
もって注意喚起と対策をとるべく「ペコちゃん」の似顔絵映像を画面上に映し出す
カスタマイズをしていただきました。
　このような、他にはない機能とサービスの充実が
今回導入させていただくにあたっての大きなポイント
となりました。

不二家ご担当者様からのコメント

撮影 / ご協力
不二家レストラン川崎京町店様

レストラン入口に設置された
「EG-Keeper®」

マスク装着のお願いや検温結果を
「ペコちゃん」がお知らせ
(※音声アナウンス有り )

CO2 濃度モニタリングサービス画面
「ClosedBuster™」

CO2 濃度検知センサー

ておりました。コロナ禍により外食レ
ストラン産業が厳しい状況に直面す
る中、同社はレストランフロアの安
全・安心対策として、店舗の入口で
検温の実施に加え、国の指針として取

​ ​店舗で利用！​コロナ禍でも
​​「安全・安心」に食事を楽しめるレストラン運営の実現

り上げられているCO₂濃度のモニタリ
ングや適切な換気などの対策を進める
中で、今回試作開発しておりました
「ClosedBuster」をご採用頂きました。

050 ifLink商品化最前線 051コラム　ifLink商品化促進プログラム



コラム ２ - ３ ifLink商品化促進プログラム

×ifLinkの商品・サービス創出のために、会員間でのコラボレーションに加え、会員外との連携
による商品化に向けた動きが具体化しています。

支援者に製品の開発費用などを募る購入型クラウドファンディング「Makuake」との連携を進め
ています。2022年度はコミュニティで生まれたアウトプットがMakuakeに出品される予定です。

日本の自治体で初めて「ゼロ・ウェイスト宣言」を発表した徳島県上勝町の地方創生事業家との
ビジネス連携を進めています。2022年2月にはサーキュラーエコノミーをテーマに上勝町のあ
るべき姿を提示し、実装を目指すプロジェク「GREEN WORK KAMIKATSU」にコミュニティ会員
から3名が参加しました。

商品・サービスを届ける場を持つ
出口パートナーとの連携が進んでいます

知見・貢献をGiveし、
トップランナーPJ促進を支援する

ミュニティならではの商品化に向けた取り組みとして、トップランナーのPJ促進を支援す
るGiveメンバー「商品プロデュースサポーターズ」を設立しました。トップランナーの

課題に対し、各々の知見と貢献をGiveし、×ifLinkの商品・サービス創出をサポートします。商品・
サービスの創出は簡単な事ではありませんが、コミュニティのスローガンである “Give ＆ Give”
をスローガンに、コミュニティ全体で取り組んでいます。

● アイデア出しと簡単なPoC検証
● 商品化に向けて楽しく
 議論していきましょう。

● IMSとか作りますよ
● 縁の下の力持ちで頑張ります！

● 過去文脈からの読み解き？
● 「これだ！」というアイデア創出を
 サポートします！

● ユーザー視点での企画
● 多彩なプロジェクトに
 参加できるのが楽しみです。

● アイデア出しや IMS作りなど
● ピンチはチャンス！
 困りごとWelcomeです！！

● 幅広く浅く開発全般
● 学生アイデアも取り入れな
 がらサポートします！

● ifLinkの活用法の提示
● ifLink開発の知見から商品化を
 サポートします

● 100個くらいアイデア出します。
● 出来るアイデア以外に、出来な
　い事を出来るようにしたいです。

● 技術に基づくidea創出
● ワイガヤを楽しみながら
 サポートしていきます！

ifLink商品プロデュースサポーターズ（立ち上げ時のメンバー）

コラム ifLink商品化促進プログラム

商品化に向けてGiveしてくれる仲間がいます

阿部 慶（ツリーベル） 安保 正敏（デンソー） 梅原 正教（京セラ）

舟橋 陽一（クエスト）中村 圭策（東芝エレベータ）追久保 亘（アルプスアルパイン）

三塚 長（東芝ITコントロールシステム） 武藤 幸一（岩崎学園） 行武 良子（Insight Tech）

コ

氏名（社名）
● 私がGiveできること
● ひとこと

２ - 2

052 053コラム ifLink商品化促進プログラム



VOICE

VOICE

企画統括部
地域ビジネスグループ　マネージャー

見山　幸央

虎ノ門ヒルズビジネスタワー
虎ノ門ヒルズビジネスタワーの執務室（33階の様子）

NrealLight

ifLinkオープンコミュニティの活動で “NrealLight” を
使ったアイデア募集を行ったところ、会員のみなさんから
64件の応募がありました。
自分たちでは到底発想できないようなアイデアばかりで、
これは会員のみなさんが幅広いバックグランドをお持ちだらこそだろうと思いました。
また、どれもこれも実現したいものばかりだったことが印象的です。

普段は法人営業の新規ビジネスの企画にかかわっております。
当初、 ifLinkオープンコミュニティのBtoBコミュニケーションには戸惑いました。
自分のスキルでは追い付かないところもありましたが、
YouTube使った表現の広さと軽さがBtoB領域で通じるのか、、と。
結果的にはなんとも面白いことに、今は私がYouTuberになっています (笑 )。
YouTubeを使った新しいBtoBコミュニケーションは、非常に面白く、
楽しんで取り組んでいます。

KDDIは、何度か統合を繰り返してきた会社です。

そのため人それぞれ様々な価値感やバックグラウンドがあることは当たり前という感覚があり、

外部と連携してコトを進めることになれているのではないかと思います。

働く動機も「船に乗りたい」「南極で働きたい」という方もいるなど多岐にわたっており

個性的で魅力あふれる社員が集まっています。こういった社員の働く “モチベーション” に

重きをおいており、定期的に業務へのモチベーションやキャリアを上司と話すような機会があります。

やらずしてどうする！？ 「挑戦」の連続が可能なそんな社風です。

KDDI株式会社

5G・IoTサービス企画部
部長

野口　一宙

たくさんの刺激を得てほしい、
企業として価値ある社会貢献をしていきたい

　常識から半歩前に出てやらないと新しいことはできません。自分だけ、1社では無理で、自分の
アイデアと他の人のアイデアを掛け合わせることで新しいアイデアや、アイデアの変換ができます。
　そうやって、アイデアを生き物のように変化させていくことで商用化の道が見えてくることがあ
ります。ifLinkオープンコミュニティは、その刺激がたくさんあると思っています。ぜひ ifLinkオー
プンコミュニティでたくさんの刺激を得ていただきたいです。また、ifLink

オープンコミュニティは社会貢献の１つであると考えています。社会に貢献
できることが企業の価値にもなりますので、ifLinkオープンコミュニティを
通した社会貢献を実現していきたいです。

企画統括部
地域ビジネスグループ　マネージャー

見山　幸央

VOICE
ifLinkプレミアム会員

054 055プレミアム会員Voice　 KDDI 株式会社



教育現場での
ifLink活用

C h a p t e r  3 .

ifLink Open Community Yearbook 2O21

ifLinkの教育普及に向けて

誰でもカンタンIoTであるifLinkは教育現場での活用にも適していると考え
ています。社会課題や身の回りの困りごとに対して各々が考えたアイデアは、
ifLinkを活用することで自分の手で具体化された試作物にすることができま
す。×ifLinkの教育普及に向けた事例として、株式会社リコー、学校法人岩
崎学園、Edutex株式会社、学校法人東海大学、小学生普及の活動をご紹介
します。

株式会社リコー
香川大学様と共同開発した
サービス創出の授業を通じて

Edutex株式会社
AIロボットKebbi

学校法人東海大学
ifLinkを利用した創造性教育

学校法人岩崎学園
ifLink×分野融合教育

小学生チーム
アルプスアルパイン株式会社／
株式会社京セラ／株式会社東芝
小学生向けIoT普及活動
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香川大学様と共同開発したサービス創出の授業を通じて

香川大学様と共同開発した
サービス創出の授業を通じて

現場の課題を解決するための 
IoTソリューションを開発しています
株式会社リコー
IoTソリューション開発センター
松永　智広

お客様にインタビューをしている学生さん

授業会場の様子

  香川大学様と
  「サービス・イノベーション創造演習」を
  共同開発

香川大学様ではオープンイノベーションのプラット
フォームとして2018年に「イノベーションデザイン研究所」
を設立するなど、未来を拓く人と技術の創生に力を入れてい
ます。関連した取り組みの1つとして、弊社は香川大学様と
ICTを用いた観光情報発信の充実を図るシステム「KadaPam

（カダパン）」の開発を行っています。
また、2020年度からは「サービス・イノベーション創造
演習」の開発がスタートしました。本授業では社会状況の変
化や顧客ニーズの多様化が急速に進む市場に対応したサー
ビスを創出する手法を演習します。従来の教育現場ではサー
ビス創出のプロセスである、「アイデア創出」と「プロトタ
イプ開発」を別々の授業で行っていたため、「アイデア創出」
から「プロトタイプ開発」を経て、「評価」に行きつくまで
に多くの時間がかかっていました。このことは、市場の変化
が先行してしまい、「評価」のタイミングでは創出されたア
イデアが市場にマッチしていないという危険性をはらんで
います。
本授業では「アイデア創出」と「プロトタイプ開発」を一
貫して同じメンバー・同じ期間で実施することにより、創出
したアイデアを素早く評価に繋げることができます。また、

  IoT民主化ツールifLinkを使った演習

本授業の開発には2つの大きな問題がありました。１つ目
は「プロトタイプ開発」で使用する部品を先生が事前に作成
する必要があることです。授業を受講する学生さんは情報系
だけとは限らないため、幅広いスキルレベルの学生さんに合
わせた部品を用意しなければいけません。2つ目は「アイデ

  民主化のポイントは
  ユーザーに対する「共感」だった

実際に授業を行ってみると、見えていたはずの課題に苦戦
を強いられました。大学生活の身近な課題に対する「アイ
デア創出」を行ったところ、学生さんによってIF-THENへの
理解にばらつきが発生したのです。プログラミング経験のあ
る一部の学生さんはIF-THENに対して“処理”-“条件”とすんな
り理解を示しましたが、そうでない学生さんにとってはIF-

THENの意味やIFとTHENを組み合わせることが非常に難解で
した。その結果、IFのアイデアとして「多忙な様子だったら」
「ジェスチャーをしたら」「共通の趣味を持つ人がいたら」な
ど、具体的なシチュエーションやデバイス、制約がイメージ
しにくいものが続出しました。そのためプロトタイプ開発に
おいてもアイデアが収束しにくく、「こんなデバイスはあり
ませんか？」といった要望を多くの学生さんから受けました。

2021年度の授業ではこの反省を踏まえてユーザーへの”共
感”に力を入れました。実際に困りごとを抱えるお客様を授
業にお招きし、学生さんがインタビューを行うことで、具体
的な現場をイメージした「アイデア創出」と「プロトタイプ
開発」を期待しました。結果としてこの取り組みは学生さん
の思考に対して悪い面でも良い面でも大きな影響を与えま

  最後に

時代が激しく変化する今日、それを上回るスピードとダイ
ナミックさをもって変革を進めていくことが求められてい
ます。本授業を通じてそのような時代に活躍できる人材の育
成を行っています。我々リコーもお客様のご要望にお応えし
ていくのはもちろんのこと、そのご期待を超えたリコーなら
ではの価値創造を目指し、これからも精進してまいります。

自ら思いついたアイデアの効果を実感しやすいため、学生さ
んが高いモチベーションをもって授業に取り組むことができ
ます。

ア創出」と「プロトタイプ開発」の変換が難しいことです。「ア
イデア創出」では学生さんの柔軟な頭で自由な発想をしても
らいます。一方で、「プロトタイプ開発」では事前に用意し
た部品やシステムの制約に発想を合わせます。これらの思考
が異なるプロセスを円滑に変換するためには、学生さんが部
品やシステムを理解し活用できるエンジニアスキルを磨く必
要があります。そこで私たちはifLinkに着目しました。ifLink

を用いることでICTやIoTについて詳しくない一般の方でも、
IoT機器やWebサービスを自由に組み合わせて便利な仕組み
を簡単に実現することができます。また、ifLinkの仕組みは
IF-THENというシンプルなルールで動作するため、「アイデ
ア創出」から「プロトタイプ開発」をIF-THENのルールで統
一して実施することにより、２つのプロセスの変換が円滑に
行われるのではないかと考えました。以上のことからifLink

を使用した授業、サービス・イノベーション創造演習を開発
し、2020年度から開講しました。

した。悪い面としては、イノベーションの思考が薄れてしまっ
たことです。お客様へのインタビューの時間が十分にあった
ため、期待していた“共感”のプロセスが“要求・要件の確認”
に遷移してしまう傾向にありました。良い面としては、「ア
イデア創出」と「プロトタイプ開発」の現実性が飛躍的に向
上したことです。IFのアイデアとして、「ゴミ拾いをして一
定のごみの量をゴミ箱に入れたら」「カフェでマイボトルに
ドリンクを入れたら」「飲食店で食品の賞味期限が近づいた
ら」など、具体的なシチュエーションや制約がイメージしや
すいものが多く挙げられました。
また、開発されたプロトタイプについても、すぐに実用化

が期待されるものが多く、お客様からも好評を得ました。
身近な困りごとからビジネスにいたるまで規模の大小に関

わらず、サービスを開発する場面では、以上のような「アイ
デア創出」から「プロトタイプ開発」への変換が行われてい
ます。2021年度の取り組みから、ユーザーへの”共感”がこ
の変換をスムーズにし、IoTの利用頻度の拡大につながるの
ではないかと考えています。

教育現場でのifLink活用   株式会社リコー

「アイデア創出」と「プロトタイプ開発」を演習する授業を開発しました。
両者の変換にはifLinkのIF-THENルールを用いましたが、
アイデアが発散し続け変換がうまくいきませんでした。
解決のために取り組んだユーザーへの「共感」が
 IoTの民主化のポイントであると感じました。
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VOICE

VOICE

デジタルサービス開発本部　IoTソリューション開発センター
第二開発室　開発2G
松永　智広

人のはたらくをよりスマートに R（リコー）D（デジタル）P（パッと）S（済む）

活動を始めて少ししてから IF-THENオオギリを体験し、アイデア発想からプロトタイプ制作までを、
通しでできることが分かったんです。そんな時、香川大学の先生から「生徒にアイデア発想／
プロトタイプ制作の両方を体験してほしいが後者は難易度が高く、結局、先生たちが制作し
学生に使ってもらっている」という悩みを聞いたんです。IF-THENで解決できると思いましたね。
先生方と考え方を共有した後はあっという間で、「90分×16コマの演習講義」を2か月後に
開始できました。1年目は、学生さんが初めてプロトタイプを制作し、
身近な困り事が解決されることを強く実感してもらえました。

一方、社会との繋がりをより強く実感したいという意見もでました。
そこで、2年目は、海洋プラスチックの問題を抱えている地域のお客様を、
この活動とつなぎました。学生さんは、実際にお客様へのインタビューを行い、
アイデア発想、プロトタイプ制作に繋げたんです。
学生さんには、地域のお客様が抱える課題に対する「共感」という形で、
つながりを感じてもらえました。
今後も、このような、教育と地域、企業の連携を、
具体的なテーマを通じて進めていきたいと思います。

リコーはとことん現場主義です。

最近は、お客様のことを分かったつもりになっていないか再度自問し、現場で確かめ、

“顧客の解像度を上げる” 活動に力を入れています。

そうすることで、現場における、お客様の細かい不満や悩みが少しずつ見えてくるんですよね。

お客様自身からも本音を言っていただけたりしてきます。

そんな活動を繰り返してくうちに、お客様が本当に喜ぶ顔が見えてくる。

まさに、現場という “はたらく” 場所を笑顔に変えていこうとしている企業だと思います。

株式会社リコー

デジタルサービス開発本部　IoTソリューション開発センター
第二開発室　室長

永田　匡

社内の業務に捕らわれない考え方
スキルの獲得をしてほしい

　社内の業務だけを進めていると、どうしてもそのタスクをこなすための直接的な情報収集や勉強
に偏りがちになります。そのため、全く違う課題を抱えている人、全く違うアプローチで物事に取
り組む人など、違う考え方／スキルを持った方々と関わって、視野を広げて欲しいんです。
　ifLinkオープンコミュニティはその絶好の場ですし、その中でも似たもの
同士ではなく、遠い業種の方々と積極的に関わっていって欲しいですね。メ
ンバー 1人1人が、社内にはなかった考え方／スキルを、どんどん身に着け
ていってくれたら最高です。

VOICE
ifLinkプレミアム会員

デジタルサービス開発本部　IoTソリューション開発センター
第二開発室　開発1G　グループリーダー

藤井　孝則
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発想力豊かな人材育成のためのifLinkを
活用した学校法人岩崎学園の取り組み

教員歴26年。COBOLからAI/IoTまで
時代の変化と共に
学校法人岩崎学園
IoTゼミ担当 
武藤　幸一

岩崎学園の４拠点に開設した配信スタジオをifLInkで未来化するプロジェクト
身振り手振りでカメラや照明を操作できる

古河電気工業株式会社のFunLabにて。学生だけではなく企業の方と
一緒にものづくりできるのもifLinkオープンコミュニティの魅力

  7校合同アイデアソンの実施

社会課題が多様化し、それを解決しうるIT技術も次々と生
まれるこれからの時代においては「課題を深掘りして真摯
に向き合い、様々な道具を組み合わせて解決策を導ける発想
力」が必要となります。
岩崎学園はIT、ファッション、デザイン、リハビリテー
ション、医療事務、看護、保育の7つの専門学校を持っており、
数年前から各校学生を集めて「リハビリの課題をITで解決す
る」といった分野融合のアイデアソンをを実施していました。

2019年度からifLinkを導入し、IoTアイデアの実装の手軽
さと自由度はもちろん、オオギリワークショップによる発想
力の広がりに価値を感じています。2020年にコミュニティ
に加入し、ゼミ内でのオオギリ実施→授業内でのオオギリ実
施→２校でのオオギリ実施など活用の範囲を広げてきまし
た。
そして2020年8月にはオンラインにて7校の学生が集まり

「こども×IoT」をテーマにしたアイデアソンを実施しました。
2021年度はこれまでの試行錯誤で得られた知見を元に、

「事前にアイデアソンの価値を伝えるセミナーを実施してモ
チベーションを高める」「課題を持つ業界当事者に参加して

もらう」「アイデアソンの１週間前に業界の課題を発見する
ためのワークを実施する」といった工夫をし、念願の対面ア
イデアソンも２回実施しました。
本格的な社会実装にはまだハードルはありますが、参加し
た学生の手応えは十分得られたので2022年度こそ社会実装、
ビジネス化まで目指して活動を続けます。

  ゼミ活動 / 卒業研究でのifLink活用

アイデアソンでのifLink活用と並行して、ifLinkそのものの
価値を高める活動もゼミや卒業研究で行っています。もとも
と岩崎学園内の１校である情報科学専門学校では「様々なIT

機器に触れ、まずは楽しんでもらう」事を目的として、VR/

MR機器,3Dプリンタ,ウェアラブルデバイスなどを取りそろ
えていました。
これまでは情報系の学生だけがこれらの機器を利用してい

ましたが、ifLinkに対応させる事で、姉妹校の非IT系の学生
でも簡単に利用できるようになります。

2021年度のIoTゼミ内で、非接触デバイスやMIDI楽器な
ど複数のデバイスをIfLinkに対応させる活動を行いました。
その集大成として学生の一部が卒業研究として取り組んだ

のが、「学園内スタジオの未来化」です。岩崎学園では昨年度、
高品質なオンライン授業やイベント配信を行うためのスタジ
オを学内に作りました。
ここに前述した既存のIT機器をifLinkで組み合わせ、例え

ば「手に何も持たず、身振りだけでカメラや照明を操作する」
や「YouTubeライブのコメントをHMDでリアルタイムに見
る」といった未来感のある環境を実現しました。
これらはifLinkのルールで自由に組み合わせられるため、

誰でもアイデア次第で使いやすい操作方法を作り出せます。
IoTゼミの活動として目指す世界は「保育や看護など、こ

れまでIoTの活用が少なかった分野でもIT人材・非IT人材双
方が協力し、アイデアをすぐにカタチにして価値を検証」で
きる世界です。

2021年度、ifLinkオープンコミュニティで多くの企業の方
と繋がりました。また、学生達の活動により次々とifLinkで
扱える学内IT機器が増えています。

2022年度以降はこれらを融合し「企業や社会が抱えてい
る様々な課題を、7校の学生が企業の方と一緒に解決のため
のアイデア出しと実地検証を行い、商品化などに繋げていく」
事を目標として、ifLinkを活用しつつ活動の輪を広げていく
予定です。

7分野の学生が集まって実施したアイデアソンの集合写真(2021/10/31 )
ifLinkコミュニティの街中IoT部様にも参加頂いた

７校合同アイデアソンのifLink実装例
URL : https://youtu.be/_LSkSjc6pp0

卒業研究作品 ifLink×スタジオの紹介
URL : https://youtu.be/_SAHEwYWAN4

教育現場でのifLink活用   学校法人岩崎学園

これからのDX時代において
IT人材・非IT人材ともに必須となるスキル「発想力」
その育成のために岩崎学園は2年間に渡って
ifLinkをアイデアソンやゼミ活動で
試行錯誤しながら活用してきました
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AIロボットKebbi

確かな理論に基づいたフィジカルプログラミング教育の代表教材
です。本教材を用いた授業の進め方も分かりやすく丁寧に
紹介されているので、どの学年からでもプログラミン
グ授業を進めることが可能です。

大府市は平成30年度からプログラミング教育の実証を進め、「プ
ログラミング教育の手引書（Funプログラミング）」を作成しまし

た。今回は実証研究で、教育とIoTをつなぐKebbiの活用
を多岐に渡り確認できました。今後、ifLinkと繋がるこ
とで、さらに活用が広がることを期待しています。

愛知教育大学　創造科学系　技術教育講座 
磯部 征尊　准教授

愛知県大府市立大府中学校
鈴木 達見　校長

Kebbiと大喜利カード

学校現場や各イベントでAIロボットを体験する子供たち

  フィジカルだから実現できるプログラム体験

小中学校を皮切りに始まったプログラミング授業は、その
領域を幼保～高校・大学まで幅を広げています。ただ、統一
した指導方法が示されない中、各教育機関では試行錯誤が続
いています。
子供たちが本当に楽しく夢中になって取組めるプログラ
ミングって何だ？その答えの一つがフィジカル（実体）体験
できる事だと考えます。今までのプログラミング教材は、モ
ニターの中で完結するものが多く、初期の段階では十分だっ
たかと思います。ただ、新たな取組であるプログラミング教
育では、『考える力』や『チームワーク』も同時に培ってい
ける事が必要だと考えます。
そこで必要になるのがフィジカルの存在です。
このAIコミュニケーションロボットKebbi（ケビー）は、
子供たちが作成したプログラムで実際に動作します。話ま
す、動きます、踊ります。また、生徒全員に専用の開発環境
を提供する事が可能で、分担して作成したプログラムを繋げ

て実行させることも可能です。実際に動くロボットを通じて、
トライ＆エラーで考える力や論理的思考を身に着け、一緒に
プログラムを作り上げる事で仲間意識や協働の大切さを学べ
ます。更に情報についての殆どが公開されており、外部連携
が行いやすいのも特徴です。
このオープンなAIロボットが、IoTのオープン化を目指す

ifLinkと連携した時、誰でも簡単にIoTを体験できる環境が完
成します。教育×IoTは、Kebbiを媒介する事で身近なもの
になり、子供たちが創造力を発揮できる場を提供していきま
す。
そんな世界が、もう始まっています！ Kebbiで実現する教
育×IoTに皆様ご期待ください。

  ｉｆＬｉｎｋの新たな動作デバイスに
  ＡＩロボット（Kｅｂｂｉ）が追加

Androidで動作するKebbiはifLinkとの相性も抜群。実際に
ifLinkを実装し、大喜利カードでの動作検証まで短期間で実
現しました。
これにより、PC/タブレット・スマホに加えAIロボット

（Kebbi）がデバイスに追加されました。IF/THEN側のデバイ
スとしても動作可能で、その可能性は無限です。
また、将来構想として、Kebbiのプログラム開発ツールで

あるRMS上にifLink参加企業のデバイスを部品として追加す
る事も検討中です。これが完成すれば、誰でも簡単にIoT連
携を画面上で組合わせて実現する事が可能になります。
また、先進的取組として、WDS社のCO2センサーとKebbi

をifLinkで繋ぐことも実装が完了しており、このモデルは、
教育現場、特に幼保園や学童施設での利用に相性が非常に良
いと考えています。

Kebbiは教育教材として、既に多くの学校での利用が進ん
でおり、来年度も実証利用含め採用が決まっている先も多く
存在します。ここにifLink連携モデルが加わることで子供た
ちの創造性は更に大きく飛躍し、実社会と繋がることが実現
していきます。まさに、教育×IoTの実現です。
フィジカルとしてのKebbiはifLinkと繋がることで、その

活用範囲は無限に広がっていく事と考えています。

Edutex株式会社
代表取締役社長 
張　耀光

Edutex株式会社　
取締役
平田　哲也

K e b b i  × i f L i n k  推 薦コメント

Edutex株式会社
URL:https://edutex.co.jp/

社会実装モデルも含め『教育×IoT』を
皆様と実現していける事を楽しみにし
ています。

社会と教育がifLinkオープンコミュニ
ティと“Kebbi”を介して繋がることを
楽しみにしております。

教育現場でのifLink活用   Edutex株式会社

プログラミング、STEAM等、
教育現場を取巻く環境は著しく変化しています
では、教育とIoTは？
この、一見繋がらなさそうな２つを

「学校と企業」 を「子供と社会」をIoTで繋げていく
どうすれば可能？
できます！ AIロボットKebbiで！
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ifLinkを利用した創造性教育

講義の最後に学生と先生と一緒に

  未来のエンジニアとなる工学部の
  学生にむけた、IoTを利用した創造性教育

クルマが大好き！、バイクが大好き！、電車が大好き！東
海大学の工学部にはそんな学生が多く入学してきます。クル
マやバイクを通して機械工学について学んでいき、将来は企
業のエンジニアとしてクルマやバイク、鉄道など様々なもの
づくりの現場で働きたい、と考えており、多くの学生が毎年
自動車メーカーや部品メーカー、様々な機械系のメーカーに
就職し、エンジニアとして活躍しています。
エンジニアは学んだ知識や技能を有機的に繋げて問題を
解決したり，新たな価値を提案したりする創造性が重要なス
キルとなります。多くの大学ではエンジニアに必要な知識や

  In of car からOut of carへ

現在のクルマは車内のスイッチを押したらエンジンが掛
かったり、窓が開いたりするなど、基本的に車内からの操作
で様々な機器が動作しています。リモコンでドアをロックす
るなどの昨日がありますが、今後はIoTの活用によって、よ
り複雑な様々な操作を車外から行えるようになります。そん
なことができたら、クルマはどう変わっていくだろうか？今
困っているどんなことが解決できるだろうか？そんなこと
をifLinkオオギリを用いたワークショップで考えてみました。
考えたレシピは実際にスマートフォンで動作させてみた

り、 ifLinkオープンコミュニティの株式会社デンソー様が開
発した自動車の様々な走行状態やセンサの反応をウェブ上

企業で最前線で働かれている方とご一緒させていた
だき、学生たちにとって大変刺激になったと思いま
す。学生たちのアイディアが企業の方にとって何か
の糸口になると非常に面白いですね。

今年は初めての試みでifLinkを使った授業を展開し
ました。未来の技術を創造することに、夢中になっ
て取り組んだ、学生たちの将来が楽しみです。

学校法人東海大学
工学部
成田　正敬

学校法人東海大学
工学部
加藤　英晃

技能を学ぶ科目は多く設定されていますが、創造性をトレー
ニングする機会は4年次の卒業研究や大学院の研究活動が殆
どです。

1年次から3年次までの授業においては，一部の学生はプ
ロジェクトでフォーミュラーカーやソーラーカーを作る学生
もいますが、それを除けばほとんど行われていないのが実情
で、全ての学生に対して初年次から創造性教育を充実させて
いくことは非常に重要です。
東海大学の工学部では1年生向けの「入門ゼミナール」、3

年生を対象とした授業の中で、ifLinkを活用した創造性教育
プログラムを行っています。

で再現したバーチャルカーを使用し、ifLinkと連動させてオ
ンライン上のクルマがスマートフォンなど車外の様々なデバ
イスによって動作する状況を体験しました。学生からは様々
なアイディアが出て、授業に参加していたifLinkオープンコ
ミュニティの参加企業のエンジニアの方からも、そのまます
ぐ社内で実用に向けた検討をしたいようなアイディアも飛び
出しました。
実際に現場で活動しているエンジニアから考えたアイデア

の評価を受けることで，創造性の重要性が実感でき，学生に
とってもとても良い経験となりました。

ifLink体験授業の様子
URL:https://youtu.be/xVpjbs1z4JE

教育現場でのifLink活用   学校法人東海大学

東海大学工学部動力機械工学科の授業の中で、
ifLinkを使って、IoTを用いた車両の制御技術について学びました！
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小学生向けIoT普及活動
４年２組のみなさん、荒谷先生、ifLinkメンバー

（2022年3月8日 横浜国立大学教育学部付属鎌倉小学校）

  目的は「IoT/デジタル」の理解ではなく
  「何かを作れる人」になってもらうこと

今年度はじめの活動目標は「IoTの普及のために学生たち
にifLinkを紹介しよう」でした。ifLinkとしては、20年度か
ら少しずつ大学の授業に取り入れてもらうなど、活動が始
まっていましたのでその拡張のイメージです。
その中で、「小学生向けはどうだろう」という話になり、
そこに興味を持ったメンバーが今回のIoT普及活動を実施し
てきました。
この活動をきっかけに、さまざまな人たちとのディスカッ
ションを行い、秋頃から小学校の先生のコミュニティとの意
見交換会を実施。数回の意見交換から、それまでに描いてい
た授業内容に対して先生たちの共感を得ることができ、さら
に詳細に関しては子供たちに聞いてみようということにな
りました。そこで、横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校４

年２組（担任：荒谷先生）
で授業をすることになり
ました。
授業は荒谷先生の「2100

年の日本の人口は？」とい
う問いから始まりました。

  「GIVE & GIVE」という考え方を
  再度教えてもらった1日、競争から共創へ

授業はIoTの理解としてIF/THENの説明から始めました。
「きっかけ」があり「何かがおこる」
この単純なことの組み合わせで色々な機械が動き、サービ
スが生まれる。そのことに関してみなさんとても早く理解し
てくれました。
その上で、実際のIoT機器を使った実験を行い、IF（セン
シング）THEN （動作）を理解してもらいました。
そして、各々にオリジナルIF/THENを考えてもらうifLink

オオギリを実施。課題抽出、ソリューションとしてのIF/

THEN検討共に大人の何倍もの個性あふれるアイデアを出し
てもらいました。

正にVUCA時代を生き抜くためのイノベー
ション力を育成するプログラムです！

活動を通してIoTに興味をもつ人が増え
てくれたらうれしく思います。

子供達の真剣な眼差しが印象的でした。
教育×IoTがもっと広まるといいなぁ。

いつか、論理的思考のきっかけとして
思い出してもらえたらと思います。

京セラ株式会社
通信機器事業本部
梅原 正教

東芝ITコントロールシステム株式会社
メカトロ・マイクロシステム部
三塚 長

アルプスアルパイン株式会社
ソリューションサービスプロジェクト
追久保 亘

アフターアンケートの中で、私たちが一番おどろいたのは
「みんなの意見を聞けて楽しかった」
「アイデアを共有し合って良かった」
というところでした。

「私利」を捨て、共有し合うという思想はifLinkの原点です。
それをみなさんに教えてもらうことができました。

GIVE ＆ TAKEではなく、GIVE ＆ GIVEの精神、今後の「教
育 x IoT」でもしっかり伝えられるよう伝え方をバージョン
アップさせていきます。

授業の様子
URL : https://youtu.be/c9jxpohCkTU

今日の授業はめちゃくちゃ楽しかったです。未来に活かしたいです。
みんなのいふぜんも面白いなーと思いました。
いふリンクって面白いなーって思いました。
もっといっぱい案を出す

4年２組のみんなから授業後の感想

横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校教諭
荒谷　舞

特 別 協 力

世界の企業価値ラン
キング、VUCAの時代
などを4年生にわかる
ように説明され、今後
の日本にいかにイノベーションが必要かをお話ししてくださ
いました。これにより私たちも「目的はIoT/デジタル教育で
はなく、何かを作れるイノベーション人材育成だ！」と再認
識しました。

教育現場でのifLink活用   小学生チーム
アルプスアルパイン株式会社、京セラ株式会社、東芝ITコントロールシステム株式会社

デジタル教育の現場で私たちが教えてもらったこと。
プログラミング教育、STEAM、これからの教育。
大人目線じゃわからないからクラスのみんなに聞いてみよう。
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VOICE

ソリューションサービスプロジェクト
主査

追久保　亘

本社ビル 社内で働く様子

商品化促進サポーターズという会員活動を支える側として、
様々な活動に参加をしてきました。
また、2021年度の集大成は、小学校へ ifLinkの体験授業を
実施することができたことです。
子供たちと実際にふれあい、熱量や発想の豊かさは想像以上でした。
今後は実績を積み重ねていきます。

アルプスアルパインは、6万種の製品を2000社という膨大な企業に

安定的に提供することを可能とする企業です。

常に市場価値を見極め、価値ある市場にエネルギーをギューッと集めることで

加速を繰り返してきました。

そういった頑強で実直な側面と一体となっているのが、

“最終的には人が使う” ということを大事した、感性的なモノづくりの在り方です。

安定的で革新的な製品提供で喜んで頂けること、

使う “人” に喜んでいて頂けること、どちらも大事にしています。

アルプスアルパイン株式会社

技術本部
顧問
菊田　幸男

2022年度の活動にエール
頭でっかちにならず、どんどんやってみてほしい

　設立当初から2年間活動してきました。ifLinkオオギリを活用したアイデア発想の方法がメンバー
に浸透したことは成果でした。
　ただ、本当にやりたかったことは、できませんでした。ifLinkで実際にモノを作ることをもっともっ
とやれたらよかったと思っています。みんな、モノ作りの最初の実証実験で立ち止まってしまうん

ですよね。でも頭でっかちにならないでやってみたほうがいいんです。やっ
てみて分かることがたくさんあります。価値があるんです。
　それと、熱量を大事してください。熱量を伝え合うような関係をコミュ
ニティ内で築いってほしいと思います。

執行役員
コンポーネント１・新事業担当

小林　淳二

想いの引継ぎ　弱いつながりを持つ
強いコミュニティ作りにも貢献していきたい

　2022年度から活動を引継ぎます。机上では得ることのできない、新しい遺伝子・価値観に基づ
く組織の動かし方というものを体感してきてもらいたいです。また、One for all ,all for oneの原
点を忘れず、自社だけでなく、他社の中でもリーダーシップを発揮してほしいと思っています。
　コミュニティとして、皆がなんとなく課題感を共有できていたり、似たような想いを持っている
ことを認識できているような弱いつながりが、新しいコトを起こしていくこ
とに重要な要素となります。そういった弱いつながりを持つ “強さ” のある
コミュニティを創っていくことに貢献していきたいと思っています。

VOICE
ifLinkプレミアム会員

070 071プレミアム会員Voice　 アルプスアルパイン株式会社



部活ifLink!
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IoTメイカーズ！部

産官学イノベーションベース部

街灯を利用した街中IoT部

大喜利部

電池レスビーコンでIoT部

指紋認証でイフる部

イフらせよう部
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部活動は、活動テーマを持つ会員がコミュニティ内で仲間の募集を行い、
部員とともに主体的に取り組む活動です。

部活動の中から、７つの活動を紹介

中村 圭策
東芝エレベータ株式会社

サブリーダー

北村 森夫
株式会社ワードシステム

リーダー

三塚 長
東芝 I Tコントロールシステム株式会社

サブリーダー

追久保 亘
アルプスアルパイン株式会社

リーダー

京セラ株式会社
梅原 正教

サブリーダー

株式会社リコー
松永 智広

リーダー

021年度、コミュニティでは「みんなで普及・
実用化プロジェクト」を立ち上げ、有志会員

と事務局が一緒になり、ifLinkの普及活動を進めて
きました。ifLinkが目指す「誰でもカンタンに IoTを
使える世界」を目指して、3つのチームを形成し、
教育現場への展開を進めています。

　ifLinkを活用した大学・高専向けの学習プログラムを作成し、授業に導
入する活動に取り組んでいます。2021年度は東海大学、福岡工業大学、
大阪大学、香川大学でトライアル授業を実施し、学生や先生の声を踏まえ
て教育資料や実施ツールの整理を行いました。2022年3月にはifLinkを知り、
アイデア発想のやり方を学べる教育資料（導入編）を会員内でリリースし
ました。

　ユーザ起点で IF（もし～したら）-THEN（～する）のアイデアを発想す
るワークショップ「ifLinkオオギリ」は様々な背景を持つ企業や学生が一
緒に取り組むことで、自分では思いつかない素晴らしいアイデアが生まれ
てきます。この ifLinkオオギリを交流ツールとして活用し、企業と学生が
フランクに繋がる場づくりの企画・運営を行っています。2021年度はコ
ミュニティ会員に加え、会員外の方も参加できるイベントを企画し、地方
の学生などもオンラインでご参加いただきました。

　2020年度から小学校でプログラミングの学習が必修化され、物事を論
理的に考えるプログラミング的思考を身に付けることが重要と言われてい
ます。ifLinkはプログラミング的思考に加え、問題解決能力や想像力・発
想力の養成にも役立てることができ、2021年度は横浜国立大学教育学部
附属鎌倉小学校で ifLinkのトライアル授業を実施しました。

大学生にifLinkを広めよう！チーム

オオギリを使って高専・大学生と企業が繋がろう！チーム

小学校にifLinkを広めよう！チーム

コラム 3 教育現場でのifLink活用促進

コミュニティの総力で
教育現場でのifLink活用について考えています

２

中村 圭策
東芝エレベータ株式会社

サブリーダー

北村 森夫
株式会社ワードシステム

リーダー

三塚 長
東芝 I Tコントロールシステム株式会社

サブリーダー

追久保 亘
アルプスアルパイン株式会社

リーダー

京セラ株式会社
梅原 正教

サブリーダー

株式会社リコー
松永 智広

リーダー
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電光掲示板
家やオフィスやお店で使える小型の電光掲示板です。
ifLinkで好きな文字を設定できます。設定した文字がス
クロールして流れます。メールやLINEと連携して家族の
連絡に使ったり、オフィスで席にいない時の連絡に使っ
たり、お店で使えます。

リモート商品陳列棚
ネット通販の商品をリモートで自分で動かして確認できる
棚です。なんとプラレールとMabee（IoT電池）を使うこ
とで製作しました。

  新しいIoT機器を
  試作するブカツ

IoTメイカーズ！部は、ifLinkとつな
がる新しいIoT機器を発想し、試作し
ていく部活動です。メンバーには、電
子工作や組み込みソフトウェアに詳し
い人がたくさんいます。
メンバーは思い思いに機器を作成し

ていきます。作成した機器は、毎年
10月にビッグサイトで行われるメイ
カ―フェアに出展します。今年度はコ
ロナの関係で残念ながら出展できませ
んでしたが、来年度はぜひ出展したい
です。
試作品を見てもらい、意志のある会

員企業とマッチングできたら、商品と
してマクアケなどを通じて世に出して
いきたいと考えています。

今年度は以下のIoT機器を製作しました。

ifLinkで文字を設定できる電光掲示板

LEDで商品の位置がわかる棚

どこでもボタンと光るスティック

クリオネはコミュニティ理事の吉本が個人的に立ち上げた
IoT技術者集団です。ifLinkコミュニティに興味のある
個人の方はご入会いただけます。
IoTクリエイターズオープンネットワーク（クリオネ）
吉本　武弘

商品の位置がわかる棚
棚にLEDテープをつけて、商品の位置を光でお知らせする棚です。倉
庫や工場、薬局や図書館、会員制のジムなどで使えます。

どこでもボタン
ifLinkビーコンインタフェース（IBI）を使って、ペアリ
ングなしてボタン情報を発信できるボタンです。誰もが
このボタンを持っていて、駅で、街で、お店で、さまざ
まな選択や操作ができる未来を作ります。

ヤコースティック（光るスティック）
角度や振り方によって色が変わるスティックです。 
コンサート会場や夜間の交通整理などに活用できます。

クリオネ
根本　茂

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
大門　弘典

株式会社ジェネシス
永瀬　朋之

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
山影　陽平

アルプスアルパイン株式会社
追久保　亘

京セラ株式会社
梅原　正教

学校法人岩崎学園
武藤　幸一

クリオネ
新本　幸司

古河電気工業株式会社
今橋　理宏

東芝デジタルソリューションズ株式会社
中田 亙洋

FutuRocket株式会社
美谷　広海

IoT楽器
さまざまなセンサーに応じて音楽を奏でるIoT楽器を作り
ました。MIDI音源を使って鳴らすことができます。角度、
回転、ジェスチャーをセンシングして、部員で集まり、第
九「歓喜の歌」を合奏しました。

部活ifLink!

  2021年度の製作成果

ifLink につながる新しい IoT ガジェットを作ろう！

I oTメイカーズ！部
を目指して

しています。

便利で楽しいIoTライフ

新しいガジェットを生み出す活動を
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「デジタル田園都市国家構想」とは、
地方のデジタル化によってビジネスや
教育、医療といったさまざまな課題を
解決し、地方と都市の差を縮めるよう
とするアイディアです。

「エモい」オープンイノベーション！
を合言葉に地域の課題をITのチカラで
解決したいメンバーを募集していま
す。産業・官公庁／地方自治体・大
学の枠を越えて社会実装させるのが
GOALです。産官学イノベーション部
は、ifLinkを普及させる広報的な役割
もあります。自治体DXセミナーでも
PRしています。

また、スマートシティを実現するに
は、データ利活用、IoT活用の推進が
必須。
地域が抱える様々な課題の解決のた

め、分野横断的な連携を可能とする相
互運用性・拡張性、セキュリティが確
保されたデータ連携基盤の促進が鍵で
す。
多様なサービスが提供されるスマー

トシティの実現にifLinkを活用したい。
つながる便利さ、つながりすぎる恐さ。
ただつながればよいというものでもあ
りません。一番大切なのは、つないだ
後に幸福感を得れるのか？ということ
です。例えば、完全なる自動運転車の
小旅行は、ドライビングとして満足で

  ただつなぐだけでなく、
  それは幸福感を得るのかを探求（クエスト）する！

  Internet of Emotional

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の
イノベーションコーディネーターも兼ねています
株式会社クエスト
執行役員　チーフエバンジェリスト
畠中　幸一

株式会社クエスト
舟橋　陽一

株式会社デンソー 

安保　正敏
株式会社トライエス 
勝　由里子

京セラ株式会社
梅原　正教

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
三塚　長

株式会社千代田組
金森　裕

株式会社千代田組
高橋　慶多

株式会社クエスト
勝田　竜

「東海地域デジタル化推進セミナー」にてifLinkを紹介 ifLinkを活用したマイクロサービス開発のハッカソン

いよいよ、これから、新たな扉が開
きます。まずは、皆さんの地域が抱え
る身近な課題こそがヒントなのです。
それらを原動力にして地域と都市と人
をつないでいきます。
賛同する方は、お気軽にご連絡くだ
さい。ご一緒にワクワクするような未
来を。

きるのか？全ての商品が宅配で届く事
は、ショッピングのワクワク感を楽し
めるのか？それを探求してみる。
好奇心こそ原動力。〇〇したいとい
う欲求。それらを明るく楽しく元気よ
くないでよかった！という幸福感を目
指して、アイディアソンします。

部活ifLink!

社会の営みと幸福感を ifLink でつなぎたい

産官学イノベーションベース部
を目指して

しています。

モノとモノだけではなくココロとココロをつなぐこと

産・官・学の枠を超えた活動を

076 部活ifLink! 077産官学イノベーションベース部 



公園は100m×100m程度の広さを
想定し、次の様なパートナーを探した。

現在も捜索中です。

1. 公共の場を照らす街灯は全国で1000万灯以上、全てIoT化されたら凄い！
2. 街灯は省コスト省エネ目的で急速にLED器具化、10年単位の足場となる！
3. 夜を明るく照らすことだけが、視認性向上～防犯効果だろうか？
4. 江戸の常夜灯、明治のガス灯以来、街頭には街灯（照明）だけ？
5. ちょっと暗いイメージが付きまとう防犯カメラに代わるスマートな抑止力は？
6. 防犯（犯罪者の監視、追跡、犯罪未然防止）・災害事前予測（水量、水位監視）
7. 人、動物の見守り（園児、小学生、ペット迷子）・ものの見守り（忘れ物防止、自転車）
8. 歩行者量、交通量計測（不動産会社商業施設へ情報提供、賑わい）
9. 健康管理・健康増進プログラム（コンビニ連携、Line活用、歩数活動量）

10. 町おこしイベント（スタンプラリー、バル、多様なルート、賑わい）
11. 調色可能な街灯で状況応じて照明色変化（例、レンボーブリッジ赤変）

私たち街中IoT部は、街路灯とifLink

を活用したスマート街路灯を使い、地
域住民の安心安全や社会の活性化を
推進することを目指して活動してい

自治体などで公開が進むオープン
データに着目し、街路灯設置場所の
地図情報化～計測値をストリーミン
グデータとして公開する手法を検
討。街路灯の資産情報表示はオープン
ソースのデータ管理システムCKANと、

  スマート街路灯で、スマートな街づくりを！

2021年度活動の初期に掲げたテーマ
「スマート街路灯 ifLink insideでスマートなまちづくり」

東京都オープンデータサイト板橋区/街路灯を元絵

公園灯のスマート化と公園内のスマート化を計画

部員募集中です。
屋外対応センサ捜索中です
みずほ東芝リース株式会社
和木　昌三

みずほ東芝リース株式会社
末松　寧

丸文株式会社
糸永　祐起

ベイシス株式会社 

土田　謙志

株式会社USEN

沖田　勢矢

京セラ株式会社
山下　浩正

株式会社ソフトテックス
上口　雅幸

東芝デジタルエンジニアリング株式会社
佐藤　誠

東芝インフラシステムズ株式会社
平川　和樹

株式会社ソフトテックス
加藤　誠也

東芝情報システム株式会社
三島　隆司

東芝デジタルソリューションズ株式会社
三田　惠補

東洋エレクトロニクス株式会社
名倉　健太郎

東芝情報システム株式会社
山下　浩司

株式会社AnchorZ

カイン

さくら情報システム株式会社
白石　敬典

東芝情報システム株式会社
伊東　恵子

日本ユニシス株式会社
藤原　健

FutuRocket株式会社
美谷　広海

  具体案の１つとして
  都市公園のスマート化を計画

  ifLink insideで取得したデータを公開し
  利活用できる方法も検討

①既に製品化されている屋外対応センサ
②在園者検知＆人流にLiDAR,音波,カメラ
③既に製品化されている公園備品と連携
・公園トイレの紙切れ検知
・スマートごみ箱
・スマートベンチ

ます。2020年春の発足時から、活動
の中で生まれた15のアイデアをご紹
介します。

活動の中で生まれた15のアイデア

12. 災害時の誘導灯（帰宅困難者、登下校中の児童、出退勤時の災害）
13. 環境モニタリング（大気汚染防止法、公害監視、高密度＆簡易計測）
14. マイクロ気象サービス（メッシュ化、地域限定アラート）
15. 交通システムとの連携（横断歩道周辺、横断者、異物検知、V2X）

OpenStreetMapを使ったものが主流
化しているので、センサデータ表示も
延長線上と考え検討中。

部活ifLink!

スマート化される街路灯を利用して街中を IoT 化したい

街灯を利用した街中 IoT 部
を目指して

しています。

誰でもオープンデータを簡単に利活用できる社会

街路灯や公園のスマート化を検討する活動を

078 部活ifLink! 079街灯を利用した街中IoT部  



いう様なアイデアも出てきます。また、
ワークショップを通じて新たな人脈を
作られている方もおられます。

「ifLinkオオギリ」は様々な課題をIoT

技術で解決する為の、アイデア発想方
法です。詳しくは、右下のQRコード
から紹介動画をご覧ください。大喜利
部は「ifLinkオオギリワークショップ」
を部員自身で開催、開催のサポート等
ができるようになる事を目指して活動
しています。
誰もが最初は初心者なので、オオギ
リって何？からのスタートです。

　①とりあえず参加する
　②奇抜なアイデアを出してみる
　③グループファシリにチャレンジ

　④自分で主催！

  ifLinkオオギリファシリテーター養成工場

大喜利部の活動は大きく２つに分かれ
ています。
１つ目は、コミュニティの事務局主

催の「ifLinkオオギリ体験ワークショッ
プ」に参加して、オオギリの経験を積
む事です。このワークショップは月に
１回から２回程度開催されています。
参加者の場合もあればファシリテータ
（メイン／グループ）を受け持つこと
もあります。このワークショップでは、
色々な業種の方、年代の方、時には学
生の方等、様々な方が参加されます。
その様な多様な参加者で開催されてい
るので、面白いアイデア、奇抜なアイ
デア、直ぐに作れるのではないか？と

２つ目は、部員のかたの企業内で
テーマを絞って（自社の課題、製品等）
開催をされている場合もあります。同
じ部署同士ではなく、異なる部署の人
が一緒のグループになようにして開催
すると、新たなアイデアが出てきやす

新しい事が大好きです。
ifLinkで課題解決を目指します。

株式会社ワードシステム
北村　森夫

株式会社アルファ

永田　康洋

株式会社アルファ

小林　春輝

株式会社アルファ

平原　崇

アルプスアルパイン株式会社

追久保　亘

アルプスアルパイン株式会社

金谷　拓紀

アルプスアルパイン株式会社

渡邉　順

NRIネットコム株式会社

其田　彩乃

SCSKサービスウェア株式会社

村上　賢一

NRIネットコム株式会社

北村　正明

株式会社ソフトテックス

岡崎　健太

株式会社椿本チエイン

大西　智彦

株式会社ソフトテックス

上口　雅幸

京セラ株式会社

梅原　正教

株式会社ダーツライブ

三浦　有希人

株式会社デンソー

泉　果歩

株式会社椿本チエイン

遠藤　友唯

SCSKサービスウェア株式会社

知念　まさみ

NRIネットコム株式会社

木村　勇三

株式会社ソフトテックス

松田　未菜乃

株式会社デンソー

寺尾　由紀江

株式会社デンソー

鬼丸　禎史

東洋エレクトロニクス株式会社

郷亜　佑美

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社

三塚　長

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社

鈴木　健之

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社

籠橋　剛

株式会社デンソー

菅野　泰成

古河電気工業株式会社

今橋　理宏

株式会社デンソー

木村　洋介

古河電気工業株式会社

用瀬　英順

東芝デジタルソリューションズ株式会社

丸森　宏樹

株式会社USEN

坂本　淳

株式会社USEN

廣瀬　晃大

東芝テック株式会社

吉田　亮

東芝テック株式会社

山木　康司

東芝テック株式会社

松井　季世

株式会社東芝

山川　水輝

株式会社ワードシステム

立石　保

株式会社タニタ

佐藤　皓哉

株式会社クエスト

勝田　竜市
株式会社椿本チエイン

安達　雅人

株式会社セガ

十文字　新
株式会社椿本チエイン

船木　峻介

ジスクソフト株式会社

相澤　幸潤

ジスクソフト株式会社

並木　好行

株式会社椿本チエイン

森川　優佳

株式会社ソフトテックス

加藤　誠也

SCSKサービスウェア株式会社

竹下　賛

株式会社クエスト

伊藤　仁美

ifLinkオオギリキット

ifLinkオンラインオオギリWSの様子

ifLinkオオギリオンライン、こんなかんじ！
URL : https://youtu.be/lt1chPnDvWs

い話も聞いています。
コミュニティ発足当初から新型コロ
ナの影響というのも有り、オンライン
での活動がほとんどです。オンライン
での活動では普通出会う事が無い人と
出会えるという大きなメリットがあり

ます。オンラインだけでなく、早く新
型コロナが落ち着き、リアルに会って
「ifLinkオオギリ」が楽しめる日が来る
ことを待ち望んでいます。

ifLink オオギリの経験値を上げます！

大喜利部
を目指して

しています。

ifLinkの普及とifLinkオオギリでの課題解決

オオギリワークショップに参加＆開催

部活ifLink!

080 部活ifLink! 081大喜利部 



部活動を電池レスビーコンの広告宣
伝活動、情報交換の場として利用でき
ないか？と思い部活立上げの提案をし
た結果、ソフト開発企業さんの賛同を
得て活動がスタートしました。2020

年上期は電池レスビーコンの特性を
活かせるIMSの開発、実用を考えると
THENとして是非欲しいLINEメッセー
ジ送信IMS、またクラウドデーターを
可視化するWEBアプリなどの基本プ
ログラムを作成するとともに、電池レ
スビーコンを活動量センサー、照度セ

  デバイスメーカーとソフト開発企業が連携してifLinkを使ってみた

ンサーとして利用し「高齢者の生活状
況を遠隔地から見守るシステム」への
応用例をifLink FESで発表しました。

2021年下期は実証実験まで進める
ことを念頭に置き、アルプスアルパイ
ンの「独居高齢者見守り」企画に部活
として参画しシステム開発と実証実験
の実施、「中小製造業現場向けIoTシス
テム」を企画し実証実験を実施しまし
た。
利用シーンを想定した実証実験まで

取り組むことができたのは、各メン

バーの協力と発展途上のifLinkで見つ
かった課題解決にご協力いただけた事
務局側のサポートの結果だと思います。

「使ってみる」のステージは各メン
バーともに達成できました。

2021年度はテーマを「実用化」と
し、アイデア出しからひとつのテーマ
を選定してシステムを構築する活動に
取り組みました。具体的には、屋内照
明光発電ビーコン×ビーコン対応GPS

トラッカー GW（京セラ）の組み合
わせで、部屋の利用状況がリアルタイ
ムでわかる仕組みの構築を進めました。
（右図参照）システムの構築を進める
中で多くの壁にぶつかりましたが、そ
の都度部活内で情報を共有し意見交換
を実施、解決アイデアを試す、といっ
たアジャイル開発に近い活動を進める
ことで最終的にシステムの構築を達成
することができました。本件について
は年度内の外部IoTレシピサイトへの
掲載を目指して引き続き活動中です。
（2022年2月末現在）

左記の活動を進めるにあたってブカ
ツ内で意見交換ができたことで、シス
テム構築がスムーズに進められたこと
に加え、発生した課題を共有すること
で各メンバーの知見も広がり、有意義
な場となったと考えています。情報交
換の場としても有意義な活動である
「ブカツ」に継続して取り組んでいき
たいと思います。

  「実用化」 を目指した
  システム構築活動

  情報交換の場としてのブカツ

部屋の利用状況監視システム

エネルギーハーベスティング利用拡大を
目指して活動中

東洋エレクトロニクス株式会社
石野　勝也

株式会社日本コンピュータ開発
斉藤　康則

株式会社日本コンピュータ開発
田中　俊行

株式会社ツリーベル
阿部　慶

株式会社ツリーベル
鈴木　陽太

株式会社ツリーベル
鈴木　貴志

株式会社ツリーベル
前田　拓海

京セラ株式会社
梅原　正教

総合エネック株式会社
高橋　陽介

FutuRocket株式会社
美谷　広海

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
籠橋　剛

株式会社エクサ
佐藤　吉記

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
鈴木　健之

東芝ＩＴコントロールシステム株式会社
三塚　長

部活ifLink!

電池レスビーコンの特性を活かした
ifLink システムを世に出してみよう

電池レスビーコンで IoT 部
を目指して

しています。

実用化を目指したシステムの実現

部活の枠を超えた共創活動を推進

2020年までの取り組み：IMS開発から実証実験まで

082 部活ifLink! 083電池レスビーコンでIoT部 



ることで、容易に様々なIoTデバイス
を実現することができます。Leafony

で実現したIoTデバイスを、IfLinkに接
続することで、様々なアイデアを容易
にシステム化することができ、PoCが
実現できるのではないかと考えました。

  なぜ 「ifLink」 と 「Leafony」 を組み合わせたのか？

階で新規デバイスを開発することは困
難でした。そこで、小型、低消費力(電
池動作可能)、組み立て簡単なIoT/CPS

プラットフォーム“Leafony”に着目し
ました。

Leafonyは、マイコン、センサー、
通信機能、電池(バッテリー ) などの各
機能をブロックのようにつなぎ合わせ

安全なネット決済の実現を目指し、
Leafonyを用いた指紋認証デバイスに
よる本人確認を行った上で、ECサイ
トで決済を実行するデモシステムを
構築。開発プラットフォームとして、
ifLinkを活用しました。

  指紋認証デバイスを用いたWeb決済デモシステム

① IF「指紋認証デバイスで指紋が一致したら」THEN「決済を完了する」という

　ルールをiflinkアプリがインストールされたAndroid端末に送信

② 指紋認証デバイスとAndroid端末をBLE接続し指紋認証実施

③ 指紋が一致したという結果をAndroid端末が受信し、THENモジュールを発動

④ 決済完了指示をサーバーに通信

⑤ 決済完了処理

⑥ サーバーから決済完了を受診し、画面に決済完了と表示

システム構成

一緒にイフりましょう！
東芝インフラシステムズ株式会社
利光　清

株式会社USEN

土橋　雄一

日本ユニシス株式会社
藤原　健

株式会社クレスコ
國井　雄介

株式会社クレスコ
中村　圭策

国立大学法人東京大学
森　時彦

九州東芝エンジニアリング株式会社
渕　陽二

アルプスアルパイン株式会社
權藤　守

国立大学法人東京大学
黒田　舞

東芝エレベータ株式会社
中村　正博

株式会社みずほ銀行
多治見　和彦

東芝デバイス＆ストレージ株式会社
山下　誠

NRIネットコム株式会社
木村　勇三

東芝デバイス＆ストレージ株式会社
二宮　良次

NRIネットコム株式会社
田中　宏和

指紋認証デバイスの構成
Leafony BasicキットのAVR MCUリーフ(マイコン)、BLE Sugarリーフ(通信)、CR2032リーフ(電源)と、東芝インフラシステムズ(株)が試作

した指紋センサーリーフ、セキュアエレメントリーフを組み合わせて実現。

デバイス内で指紋照合による本人確認を行い、その認証結果をBLE等でスマホなどのシステム側に通知します。また、指紋情報を耐タンパ

性の高いセキュアエレメントで保持しているため指紋情報の漏洩の心配もありません。

私たちはオンライン社会だからこ
そ確かな本人認証が必要だと考え、
ifLink × 指紋認証デバイスで“イフる”
ムーブメントを起こそうとしています。
アイデアを早期に概念検証(PoC)す
るためには、センサーやコントローラ
を搭載したデバイスを開発し、システ
ム化する必要がありますが、PoCの段

Web決済の手順

アイデアの一例
安心お支払いレシピ：
ショッピング　指をかざせば、決済完了♪

本人認証レシピ：
カーシェアリング　指をかざせば、キー認証♪

新しい出欠確認レシピ：
リモート会議　この方ホントに本人かしら♪

Leafony指紋認証デバイスを使用した決済システムデモ
URL:https://www.youtube.com/watch?v=D0-WrLOrXPk&feature=emb_title

Leafonyとは
URL : https://trillion-node.org/

部活ifLink!

IoT/CPS プラットフォーム “Leafony” でもイフろう！

指紋認証でイフる部
を目指して

しています。

安心・安全な社会の実現

ifLink × Leafonyのデモシステムを構築

084 部活ifLink! 085指紋認証でイフる部



  学生と企業のコラボで、 イフる未来を形にしました

タジオを未来化する活動を行いました。
イフる未来のスタジオを具体化する

ために、学生と企業がチームを作り、
企業のコラボレーションスペースを利
用してアイデア出しを行い、そこで出
たアイデアの一部を、ifLinkを使って
形にすることを行いました。成果物を
部員内で使ってみて感想を言い合うな
ど、アイデア発想、試作（プロトタイ
ピング）、ユーザー検証までを学生と
企業がフラットな形で連携して進める
ことができました。

学生と企業の交流促進チームでは、
ハロウィンパーティーを開催しました。
イベントの企画と当日の進行は昭和女
子大学の湯川ゼミの皆さんに担当いた
だきました。オンラインコミュニケー
ションツールoViceを活用し、当日は
バーチャル仮装をしたり、実際に仮装
して参加する方も多く、テーブル毎に
与えられたトピックについて自己紹介
したり、クイズ大会を行いました。ハ
ロウィンパーティー以外にも学生と社
会人の対話会の開催なども行っており、
交流イベントを通じて繋がった縁はゆ
るく長く続いていきます。

イフる動画発信チームでは、ifLink

を使ったショートムービーの企画会議
や、それらのトライアル作成を行いま
した。綺麗な動画ではなく、インパク
トとユーモアのある動画がバズる可
能性が高いため、2022年はifLinkエン
ターテインメントの発信を本格的に進
めていきます。

  学生が主体となって
  ハロウィンパーティーを
  開催しました

  2022年はifLinkの
  面白さを発信していきます

私イフらせよう部はifLinkを世の中
に普及させる活動に取り組んでいます。
部員は大学生が半数以上を占めており、
学生と企業がカジュアルに交流しなが
らifLinkとコミュニティの魅力や面白
さを発信するために活動を進めていま
す。今期、イフらせよう部では大きく
3つの活動を進めてきました。
① イフる未来を妄想して形にしてみ 

　 よう
② 学生と企業の交流を促進しよう
③ イフる動画を発信しよう
この中で、①の活動は部員である岩
崎学園情報科学専門学校の学生からの
提案により、卒業研究とのコラボでス

東芝デジタルソリューションズ株式会社
丸森　宏樹

ifLinkを普及させて、イフるで流行
語大賞を獲ることを夢見ています。

岩崎学園情報科学専門学校 武藤ゼミ

白井　辰弥

岩崎学園情報科学専門学校 武藤ゼミ

木村　領太

岩崎学園情報科学専門学校 武藤ゼミ

光山　豊晴

岩崎学園情報科学専門学校 武藤ゼミ

宮﨑　力

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

阿部　瑠莉

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

金澤　杏司朗

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

松本　恭平

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

千葉　唯愛

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

山形　和輝

昭和女子大学 湯川ゼミ

大野　陽夏

NRIネットコム株式会社

木村　勇三

昭和女子大学 湯川ゼミ

大倉　美幸

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

川上　翔大朗

千葉工業大学 小笠原研究室

小泉　隼

株式会社クエスト

畠中　幸一

SCSKサービスウェア株式会社

村上　賢一
岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

瀬谷　景梧

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

小原　蘭夢

昭和女子大学 湯川ゼミ

水谷　友莉恵

株式会社セガ

十文字　新

株式会社クエスト

勝田　竜市

株式会社日経リサーチ

金沢　浩明

株式会社デンソーウェーブ

星名　一平

株式会社デンソー

鬼丸　禎史

株式会社デンソー

安保　正敏

さくら情報システム株式会社

島　慎哉

株式会社クレスコ

川崎　雅和

古河電気工業株式会社

用瀬　英順

東芝ITコントロールシステム株式会社

小佐野　涼平

本田技研工業株式会社

鈴木　直人

東芝デジタルソリューションズ株式会社

山﨑　達郎

東芝デジタルソリューションズ株式会社

中田　亙洋

東芝ITコントロールシステム株式会社

三塚　長

株式会社ダーツライブ

三浦　有希人

千葉工業大学 小笠原研究室

木村　凪

昭和女子大学 湯川ゼミ

小林　千夏

千葉工業大学 小笠原研究室

土屋　正人

昭和女子大学 湯川ゼミ

小園　眞

NRIネットコム株式会社

其田　彩乃

昭和女子大学 湯川ゼミ

佐藤　澄海

昭和女子大学 湯川ゼミ

山田　沙英

NRIネットコム株式会社

野間　隆

昭和女子大学 湯川ゼミ

山岸　由佳

岩手県立大学総合政策学部 近藤研究室

去石　夏菜

昭和女子大学 湯川ゼミ

岩本　真理

部活ifLink!

ifLink インフルエンサーになって世の中をイフらせよう！

イフらせよう部
を目指して

しています。

イフる世界

ifLinkの発信や学生と企業の交流会を企画・運営

086 部活ifLink! 087イフらせよう部



VOICE

UiPathの社員は、長谷川の想いに共感して入社を決めた者も多く、
皆働く目的が明確で高いモチベーションを持っています。
社員自ら自社のRPAプラットフォームを活用し、日々業務改善を続けながら、
自由度の高い働き方を実現しています。
働き方改革の最先端を走っていると言っても過言ではないかもしれません。

エンタープライズ・オートメーションソフトウェアのリーディングカンパニーである
UiPathの 日本法人であるUiPath株式会社は、CEO長谷川の想いがカタチを成したものです。  
「働き方を変え、日本を元気にしたい」という長谷川の想いは明快で揺るぎません。
変革をもたらして 日本を元気にしたい、という同じ想いをお持ちのお客様のために、
常に最善を尽くします。 
長谷川が日本で発案した「A Robot for Every person～すべての人にロボットを～」
は、今ではUiPathのグローバルビジョンとして、全世界で共有されています。
現在、UiPathによる自動化対象は、その大部分がホワイトカラー業務ですが、
IoTによりハードウェアと連携することで、自動化の対象をさらに広げられれば
と考えています。

UiPath株式会社

ソリューション本部
アドバンストテクノロジーアーキテクト部　部長
鷹取　宏

2022年度  ハードウェアとの連携で成果を出します！

　UiPathはRPAによる自動化に留まらず、あらゆる技術と連携することで自動化の範囲をさらに
拡大し 働き方を変革することで、人間がより多くを達成できることを目的として活動しています。 

　RPAとAIの連携に加えて、IoTの活用でハードウェアと接続することにより、
自動化の範囲をさらに 広げることが可能になります。AIとRPAと IoTによって、
ハードウェアを含めた自動化を実現することで、 世界を変えていければと考え
ております。

ソリューション本部
ストラテジック　デザイン部

前田　光泰

代表取締役
Chief Executive Officer

長谷川紘一 氏

VOICE
ifLinkプレミアム会員

　

• 電池レスビーコンでIoT部
• 街灯を利用した街中IoT部
• 指紋認証でイフる部
• 大喜利部
• 秒速！社会の不満・不便発見トレーニング部
• ストレスフリーなシェアエコライフをイフる部
• ifLink×新型コロナ課題を解決するぞ部
• イフらせよう部
• 産官学イノベーションベース部
• 簡単に利用できるスマートホームサービスを作ろう部
• ヘルスケアIoT × ifLink 部
• IoTメイカーズ！部
• 鉄道IoT部
• ifLink×セキュアサービス創造部
• conect+ifLink　Go To サービス部
• ifLinkでモビリティの未来を夢みる部

会員が主体となって活動している部活動はコミュニティの発足以来、延べ16に上ります。目的や参加人数は、各部活動によっ
て違い、それぞれ参加される会員企業・団体に所属する方々の想いで活動を進めています。
複数の部活に参加することや、自らが部長となりプロジェクトマネージャーのように、率先して活動に取り組むことも可
能です。多種多様な会員の知見を活用し、コミュニティ内部での活動にとどまらず、商品化に結び付いたものや、外部機関
で講演をしたり連携する部活も出てきています。

部活ifLink!   部活動一覧

088 部活ifLink! 089プレミアム会員Voice　UiPath 株式会社



fLink全体のユーザー体験を考える活動をしています。「誰でも簡単に」ストレスなく、楽しく、喜んで ifLinkを使っ
てくれるためにはどんなUXが必要か？そして ifLinkを誰もにオープンに使ってもらえるために、どんな場や仕組み

があったら良いか？

　技術的や事業的に可能かどうかより
も、ユーザー目線で考えたときの体験
価値を軸に、ifLinkアプリやサイトのあ
るべきUI・UXについて、柔らかいディ
スカッションを行っています。また
2021年度はコミュニティ会員用のポー
タルサイトの刷新も行いました。

会員有志でifLinkのユーザー体験を考える活動をしています

i

活動の流れ

現行ifLinkの
UI ダメだし・改善

ペルソナや
カスタマージャーニーを作成

次期ifLinkアプリの
UI/UXあるべき姿を議論

開発部隊へ
共有

UI/UXチーム

「誰でも簡単に使える」ものを作るって、
めちゃくちゃ大変…みんなで頑張ってます！

千葉 恭平

ミツイワ株式会社
稲葉 善典

悩んで考えて苦しんだ分だけユーザーさんが
楽になると信じて、みんなで頑張ってます！

株式会社東芝
山川 水輝

(ミツイワ)

(ミツイワ)

(ミツイワ)

(ミツイワ)

(クエスト) 杉浦 美岐

勝 由里子

中村 任志

木幡 咲英理

鎌田 太陽

(東芝)

(東芝)

中村 忠之

平田 晶子

長嶋 啓太

作本 いずみ

木村 洋介

菅野 泰成

安保 正敏 (デンソー)

(デンソー)

(デンソー)

(デンソー)

渡辺 隆行

(事務局)(東芝デジタルソリューションズ)

(日本気象協会)日高 舞美

(トライエス)

(パソナテック)遠藤 拓哉

(みずほ東芝リース)

(みずほ東芝リース)

末松 寧

和木昌三

コラム ifLink技術開発サポート活動４

VOICE

ミツイワの ICT事業はBtoB領域で展開していますが、BtoCの領域で IoTの売買が
気軽にできるプラットフォームを作ることができたら面白いのではないか、と思っています。
当たり前なんですが、自社だけではできないんですよね。
それは、これまでミツイワが新規事業へ挑戦し続けてきた経験からも分かっています。
ifLinkオープンコミュニティに集まっている会員のみなさんと一緒に、
このプラットフォームを実現できたらと思っています！

ビジネス推進本部
AI・EDAビジネス推進部　部長

中村　忠之

サービスエンジニアリング本部
EDAビジネス推進室　マネージャー

平田　晶子

ビジネス推進本部
AI・EDAビジネス推進部
作本　いずみ

サービスエンジニアリング本部
EDAビジネス推進室
長嶋　啓太

ミツイワは、 ICT商社、ITインフラ構築・運用サポート、デバイス販売を
事業の三本柱として、お客様の声に寄り添い続けてきた企業です。
既存事業を成長させながらも、常に新しい取り組みを行ってきました。
今回 ifLinkオープンコミュニティに参加したのも新しい取り組みの一環です。
ICT商社としての堅実さと、スマートファクトリー等の自動化設備提案や
セキュリティコンサルなどの異分野へ事業展開ができてしまう社風が、
非常に面白い会社だと思っています。

ミツイワ株式会社

サービスエンジニアリング本部　執行役員
兼 ビジネス推進本部　執行役員　取締役

稲葉　善典

自らビジネスを生みだす人材を育成したい！

　コロナ禍やウクライナ問題などビジネスを取り巻く環境はめまぐるしく変化しています。その様な時
代に於いても取り残されず、新しい環境に適応していかなければ企業の存続は望めません。
私は新規ビジネスを他社様と共創し、推進する役割をミツイワで担っています。
まだ誰も手を出していない領域に対してのビジネスを見つけられるような人材の
育成や、会社の雰囲気を積極的に作っていきたいと考えています。

VOICE
ifLinkプレミアム会員

090 091コラム　会員有志でifLinkのユーザー体験を考える活動をしていますプレミアム会員Voice　ミツイワ株式会社



デベロッパーチーム

fLinkにつながるデバイスを爆増させて、ifLinkの利用者の輪を広げよ
うということでプロジェクトが開始されました。デバイスをつなぐ

ための ifLinkマイクロサービス（IMS）をたくさん作る必要がありますが、
開発者をサポートするための活動を多方面からの実施を検討し、今期は以
下の活動を行いました。
 ● ドキュメントの充実
 ● 開発者を増やす呼びかけ
　ドキュメントについてはQiita記事などで公開。開発者を増やすために
福岡工大との連携などの検討を行い、現在は弊社クエストの新人研修をモ
デルケースにして作成したドキュメントを使った開発者の育成を計画して
います。
　また、作ってほしい IMSの募集する IMS開発依頼ボード（掲示板）も作
成中で、今後は開発者を支援する活動に移行していく予定です。

会員有志でifLinkの技術開発やそのサポートを行っています

趣味で始めたIoT開発がいつの間にかIMS開発者リーダーに・・・

i

平山 秀昭 (目白大学メディア学部メディア学科)(ツリーベル)鈴木 陽太 (東芝デジタルソリューションズ)池田 真(クエスト)本田 楓

(東洋エレクトロニクス)石野 勝也(ツリーベル)阿部 慶 (デンソー)鬼丸 禎史菊田 幸男 (アルプスアルパイン)

岩田 剛 (ツリーベル)鈴木 貴志 (東芝ＩＴコントロールシステム)鈴木 健之 (FutuRocket)美谷 広海(九州東芝エンジニアリング)

株式会社クエスト
舟橋 陽一

繋がるデバイスを爆増させてifLink利用者も爆増！！

活動の流れ

■開発者を増やすための試行錯誤の連続。開発者教育カリキュラムと開発依頼ボードが今期の成果。

新人教育活動マップ Qiitaで公開 大学で利用

コラム ifLink技術開発サポート活動５

2021年度
アップデート情報

C h a p t e r  5 .

ifLink Open Community Yearbook 2O21

ifLinkそのものも、ifLinkオープンコミュニティも日々進化しています。今
年度はTRY! ifLinkキットやアイデア出しツールを会員が気軽に借りられる
仕組みが整いました。またifLinkアプリがGooglePlayで一般公開され、
コミュニティ会員以外でもifLinkを試せるようになったことも大きな進化で
した。ifLinkにつながるモジュールも続々と増えています。受賞・講演・メディ
ア掲載情報も含め、今年度のifLinkアップデート情報をご紹介します。

ifLinkの普及に向けて

TRY! ifLinkキット紹介

ifLinkオオギリキット紹介

オープンテスト版アプリ一般公開

レシピブック公開

受賞・社外講演・メディア掲載一覧

ifLinkで動くモジュール紹介

094

095

096

097

098

100

092  ifLink2021年度　アップデート情報コラム　会員有志でifLinkの技術開発やそのサポートを行っています



TRY! ifLinkキット・オオギリキット紹介

2

ifLinkオオギリワークショップとは、「IF-THENカード」と、「オオギリカード」を使い、強制発想をするワークショッ
プです。ゲーム感覚で行い、誰でも簡単に「ユーザー起点」「多様な視点」「異なる視点」で身近な課題を解決する
ためのIoT利用アイデアを発想できます。

リアル用ifLinkオオギリキットは、カード類一式がセットになったものを貸し出しします（￥10,000円（税別、
送料別）／ 1か月）
オンライン用ifLinkオオギリキットはパワーポイントで提供します（会費内で無料）ワークショップ開催の作業
ツール（Googleスライド等） は含まれておりません。
利用したい会員は、オープンコミュニティ事務局（ info@iflink.jp）にご連絡ください。

TRY! ifLinkキットは、 ifLink の体験と学習のためのキットです。キットにはスマートフォンとデバイスを含む体
験に必要な一式が付属し、ifLink App やマイクロサービスがインストールされ、サンプルレシピも配信されている
ため、誰でも簡単にifLink の世界に触れることができます。

TRY! ifLinkキットのレンタル料金は 4,000 円／ 1 週です。TRY! ifLinkキットを利用したい会員は、オープンコ
ミュニティ事務局tech@iflink.jpにご連絡ください。折り返し、 TRY! ifLinkキットの貸出 申込フォームを送付いた
します。

同梱のスマホにインストール済のモジュールTRY ifLink キットで
試せるモジュール
（2022 年 5月時点）

同梱の外部デバイスモジュール

Android GPS
Android 照度センサー
Android 加速度センサー
Android 地磁気センサー
Android 重力センサー
Android ジャイロセンサー
Android 回転センサー
Android 気圧センサー
スマホモーション 
スマホで動体検知
スマホで音検知
スマホで画像（表情）認識

Android ビープ  
コエステ
スマホの音楽を再生
スマホで写真を撮る
トーストメッセージ
ファイルを開く
URL を開く
メール送信
スマホで録音
JsonRequest

サンワサプライ ビーコン
振動発電ビーコン
太陽光発電ビーコン
SwitchBot 温湿度計

IF モジュール IF モジュールTHENモジュール

THENモジュール

SwitchBot

※各モジュールの紹介は P100 をご参照ください。

※キットの貸し出し対象はコミュニティ会員に限ります。 ※キットの貸し出し対象はコミュニティ会員に限ります。

もっと詳しい情報は会員ポータルサイトの各種共有情報からご覧ください
 https://member.iflink.community/ 

もっと詳しい情報は会員ポータルサイトの各種共有情報からご覧ください
 https://member.iflink.community/ 

TRY! ifLinkキットが
レンタル可能になりました

ifLinkオオギリキットを使って
アイデア出しができるようになりました

ifLinkを気軽に触れる 遊び感覚でIoTのアイデア出し
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GooglePlayからダウンロードする　
https://play.google.com/store/apps/
details?id=jp.co.toshiba.iflink

使い方をWEBサイトで見る 
https://try.iflink.link/

2020年度までは、ifLinkオープンコミュニティ会員に公開していたifLinkアプリを、2021年５月に一般公開し、
GooglePlayから誰でもダウンロードして試してもらえるようになりました。

ifLinkエンジンアプリで今すぐ使えるIoTのレシピを掲載している小冊子「ifLinkレシピbook」が東芝デジタルソ
リューションズ(株)から公開されました。

ifLinkは自分で「もし〇〇したら（IF）」「○○する（THEN）」の組み合わせてIoTレシピを作ることができますが、
このレシピbookではもっと簡単にifLinkを試すことができます。アプリでifLinkレシピbookに掲載されているQR

コードを読み取るだけで、あらかじめ「もし〇〇したら（IF）」「○○する（THEN）」の組み合わせが出来上がっ
ている状態のIoTレシピをダウンロードし、ifLinkを体験していただけます。使用するのはandroidスマホ内蔵のモ
ジュールのみなので、外部モジュールを用意する必要もありません。
ぜひ一度お試しください。

ifLinkエンジンアプリって？Q
ifLinkを動かすためのスマホアプリです。2021年現在、Androidアプリのみ公開されています。
iOS(iPhone用)アプリは、絶賛開発中です。A

Q ifLinkの会員じゃないと使えないの？

A ifLinkオープンコミュニティ会員じゃなくても使えます。Androidスマホと個人メールアドレ
スがあればだれでも使っていただけます。

A

Q ifLinkの会員になった意味ないってこと…？

違います！会員は会員専用アカウントでできることが増えます。事務局からご案内している「コ
ミュニティ会員専用のアカウント」でログインいただくと、会員が試作したモジュールも試せ
るなど、できることが増えます。

ifLinkの「オープンテスト版」アプリが
一般公開されました

ifLinkレシピbookが
公開されました

会員じゃなくてもifLinkを試せる QR読み込んだらすぐ遊べるIoTレシピを掲載

2021年度アップデート情報
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「ifLinkレシピbook」は(株)東芝デジタルソリューションズのifLinkご紹介ページから
無料でダウンロードいただけます。
https://www.global.toshiba/jp/products-solutions/ai-iot/iflink/download.html#contents

096  ifLink2021年度　アップデート情報 097オープンテスト版アプリ・レシピブック公開



第9回MCPC award2021 サービス＆ソリューション部門 
5G/IoTビジネス委員会 特別賞プラチナ大賞 
優秀賞新型コロナ対策賞　受賞
評価／内容 サービス＆ソリューション部門 
 5G/IoTビジネス委員会特別賞

主催／評価 組織 モバイルコンピューティング 
 推進コンソーシアム

受賞日 2021年11月25日

関連サイト https://www.global.toshiba/jp/company/digitalsolution/news/2021/1201.html

受賞・社外講演・ 
メディア掲載一覧5

受　賞

社外講演

メディア掲載

・ネクストリーダー育成ワークショップ（2021年5月28日）
・DX変革リーダーフォーラム（2021年6月24日）

セミナー名 スマホでAzure IoT！『ifLink』マイクロサービス開発入門
講演タイトル IF-THENでつくれるIoTソリューションifLinkの紹介とコミュニティ活動
主催者名 IoT ALGYAN
開催日 2021年7月24日
関連サイト https://algyan.connpass.com/event/217486/

セミナー名 プラチナ大賞
講演タイトル 自分でつくれるIoT ifLinkを活用した事業共創活動 
 新型コロナ対策ソリューションの事例
主催者名 プラチナ構想ネットワーク
開催日 2021年10月21日

セミナー名 ノーコード・スタートアッププログラム
講演タイトル IF-THENでつくれるIoTソリューションifLinkの紹介と事業共創
主催者名 Studio ENTRE
日　付 2021年7月27日
関連サイト https://nocode-incuvation-vol1.peatix.com/view

セミナー名 DXを活用したビジネス革新～ポストコロナ時代のニューノーマル～
講演タイトル IF-THENでつくれるIoTソリューションifLinkの紹介とコミュニティ活動
主催者名 日本技術士会　神奈川県支部
開催日 2021年11月18日

メディア名 MONOist
タイトル ifLinkは普及と実用化に向けた次のステージへ、5月からβ版を一般公開予定
掲載日 2021年3月8日
掲載場所 https://monoist.atmarkit.co.jp/mn/articles/2103/08/news046.html

メディア名 電波新聞デジタル
タイトル 会員がIoTサービス共創　一般公開で新ステージへ　事業会社の設立も視野
掲載日 2021年3月9日
掲載場所 https://dempa-digital.com/article/172143

セミナー名 NANO OPT Media Online
講演タイトル ifLinkオープンコミュニティの取組み
主催者名 株式会社ナノオプト・メディア
開催日 2021年11月4日
関連サイト https://f2ff.jp/introduction/5859?event_id=io-2021-02-online

メディア名 電波新聞
タイトル 会員がIoTサービス共創　一般公開で新ステージへ　事業会社の設立も視野
掲載日 2021年3月9日
掲載場所 紙面に掲載

メディア名 電気新聞
タイトル イフリンクオープンコミュニティ IoTでアイデア続々
掲載日 2021年3月11日
掲載場所 紙面に掲載

第9回プラチナ大賞 優秀賞 新型コロナ対策賞
評価／内容 コミュニティの活動が認められ、イノ 
 ベーテブな自治体や企業が参加するプ 
 ラチナ構想ネットワーク及びプラチナ 
 大賞運営委員会が主催する第9回プラチ 
 ナ大賞で、賞を頂きました。

 
主催／評価 組織 プラチナ構想ネットワーク及びプラチナ大賞運営委員会

受賞日 2021年11月1日

関連サイト https://www.global.toshiba/jp/company/digitalsolution/news/2021/1109.html

2021年度アップデート情報
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ifLinkで動くモジュール紹介

2022年３月現在、ifLinkにつながるモジュール（試作）をご紹介します。
様々なセンサー、ビーコン、ロボット、PCや楽器を通信させるMIDIまで、多種多様なモジュールが試作されています。
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モジュール名 説明 〇〇するの例

〇 IF-THENレシピ制御 特定のIF-THENレシピを動かす／止める 〇〇というルールセットを有効化する
〇 センサーデータ送信 センサー値、GPS座標をifLinkサーバに送信 緯度○○度、経度〇〇度をifLinkサーバに送信する
〇 Android ビープ  Androidスマートフォン内蔵のビープ音を発信 〇秒、ビープ音を鳴らす
〇 Android タイマー 指定した時刻のアラームを設定する ○○時にアラームが鳴るよう設定する
〇 トーストメッセージ スマートフォンの画面にメッセージを表示 〇〇と画面に表示する
〇 WebView Android内蔵ブラウザで指定したURLのWEB画面を表示 ○○というサイトのWeb画面を表示する

〇 SwitchBot 電源スイッチなどを押すロボット スイッチを押す
〇 Line LINEメッセージを送信 テキスト／スタンプ／画像を送信する

〇 ロボホン ロボホン内蔵のアクション（歌う、踊る、しゃべる）を制御 ロボホンが歌う／踊る／しゃべる
〇 メール送信 Gmail 経由でメール送信 メール内容（件名、本文）を送信する

〇 リコー 全天球カメラ(THETA V/Z1) リコー製の360度全天球カメラデバイス(THETA)の制御 全天球静止画を撮影する
〇 conect+ Studio クラウド型IoTデータ可視化サービス ダッシュボードを作成する
〇 メッセージ翻訳 日本語入力したメッセージを翻訳し、指定の宛先に送信 テキストを翻訳して出力する

〇 〇 スマホ振動 スマートフォンのバイブレーション機能を使用して振動 スマートフォンが振動する
〇 〇 スマホの音楽を再生 スマートフォンで音楽を再生 音楽が流れる
〇 〇 スマホで録音 スマートフォンで音声を録音 録音する
〇 〇 スマホで写真を撮る スマートフォンのカメラ機能を使用し、写真を撮影 写真を撮影する
〇 〇 JsonRequest JSON形式のAPIを提供するWebサービスにリクエスト送信 データをサーバーに送信する

〇 Virtual Car クルマの動作をシミュレート ハザードランプを点灯／エンジンを操作

〇 〇 スマホ通知 スマートフォン画面の通知領域（ドロワー）に
メッセージを通知 スマートフォンの画面に通知する

〇 〇 ファイルを開く スマートフォン内のファイル（画像・音声・動画）を開く 画像が表示される／音声が聞こえる／動画が流れる
〇 〇 URLを開く スマートフォン内のURLを開く 画像が表示される／音声が聞こえる／動画が流れる
〇 〇 アプリ起動 スマートフォンにインストールされているアプリを起動 アプリ(カメラ／SNSなど)を起動する
〇 〇 ライト点灯 スマートフォンの背面カメラを点灯 ライトを点灯／消灯する

〇 ○  SwitchBotプラグ SwitchBotプラグを制御 電源をＯｎ／Ｏｆｆ
〇 〇  DioService USB/BT 接続デジタル入出力ユニットを制御 出力を制御する

〇 〇  CallingIMS 着信を取得 着信を取得する
〇 〇  DetectSSID SSIDを取得 SSIDを取得する
〇 〇  SendSMS SMS (ショート メッセージ サービス)を送信 電話番号でテキストを SMS 送信

〇 〇 MIDI IMS MIDI 接続されたシンセサイザーを演奏 チャンネル／ノート番号／ベロシティを指定して演奏
〇 〇 MIDI リレー IMS 0～100の数値を音階(歌謡曲、沖縄音階など)に変換 (音階を指定して)音を鳴らす
〇 〇 SwitchBot 開閉センサー ドアや窓の開閉を検出する ドアや窓が開いたら/閉まったら/開きっぱなしだったら

〇 パトライト パトライトの各色およびブザー音を指定して点灯 パトライトが光る
〇 〇 Kebbi音声合成 コミュニケーションロボットKebbiを制御 Kebbiが指定したセリフをしゃべる

〇 〇 Kebbi動作 コミュニケーションロボットKebbiを制御 Kebbiが顔を上げる／下げる、腕を上げる／下げる、前後に
動く

〇 〇 Kebbiブラウザー コミュニケーションロボットKebbiを制御 Kebbiのモニター上に指定したURLを開く
〇 〇 KebbiLED コミュニケーションロボットKebbiを制御 KebbiのLEDが光る（顔、腕、お腹）
〇 〇 ifEleboデバイス 電光掲示板（試作筐体）に指定した文字列を表示 電光掲示板に文字が表示される
〇 〇 IoTDataShare連携 デンソーウェーブIotDataShareと連携 デンソーウェーブIotDataShareと連携する

〇 〇 効果音を鳴らす 指定した効果音（IMSにファイル同梱済み）を鳴らす 指定した効果音が鳴る

〇 〇 ファイル出力 設定した文字列を
ファイル（CSV形式、テキスト形式）で出力 設定した文字列をファイルに出力する

〇 〇 コエステ コエステーションで音声合成 テキストと話者を指定して音声合成
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モジュール名 説明 〇〇したらの例

〇 IF-THENレシピ制御 特定のIF-THENレシピを動かす／止める 〇〇というレシピが動いたら
〇 Android GPS スマートフォンに入っているGPS情報を取得 〇〇駅の近くに来たら
〇 Android タイマー Androidのタイマー値を取得 〇分たったら
〇 Android 年月日時刻 Androidの年月日時刻値を取得 ○月○日になったら／〇時〇〇分になったら
〇 AndroidTimeNotification 指定の日付範囲内、時間範囲内、曜日範囲内情報を取得 〇月のうちだったら／〇時～〇時の間だったら

〇 iBeacon(UUID) Apple社が仕様を公開して提供しているビーコン iBeaconが近くにあったら／離れたら
〇 Android 加速度センサー Androidの加速度センサー値を取得 Androidスマートフォンを振ったら
〇 Android 回転センサー Androidの回転センサー値を取得 Androidスマートフォンが回転したら
〇 Android 重力センサー Androidの重力センサー値を取得 Androidスマートフォンが傾いたら
〇 Android 地磁気センサー Androidの地磁気センサー値を取得 Androidスマートフォンがある方向を向いたら
〇 Android ジャイロセンサー Androidのジャイロセンサー値を取得 Androidスマートフォンがある方角を向いたら
〇 Android 気圧センサー Androidの気圧センサー値を取得 気圧が〇〇ヘクトパスカルになったら
〇 Android 照度センサー Androidの照度センサー値を取得 暗くなったら／明るくなったら

〇 テストボタン １～６のボタンを押せるスマホアプリ アプリ画面で「１」のボタンを押したら
〇 水漏れセンサー（ビーコン） 水漏れを検知するセンサーのビーコン値を取得 水が漏れたら

〇 発電床（ビーコン） 発電床を踏んだとき、離れたときに発生するビーコン値を
取得。 床を踏んだら／離れたら

〇 BDアドレス検知 デバイスのBDアドレスを検知 デバイスのBDアドレスを検知したら
〇 振動発電ビーコン 歩行時の振動などで発信されるビーコンを検知 振ったら／歩いて振動したら
〇 SensorTag 温度、湿度、気圧、加速度など10種のセンサー値を取得 〇度になったら／気圧が〇〇ヘクトパスカルになったら
〇 ソラコムボタン ボタンデバイスのボタン動作を取得 ボタンが押されたら
〇 リコー 全天球カメラ(THETA V/Z1) リコー製の360度全天球カメラデバイス(THETA)の制御 全天球静止画の撮影が完了したら
〇 電池レス振動ビーコン（EB10-B） 歩行時の振動などで発信されるビーコンを検知 振ったら／歩いて振動したら
〇 ThermoDetector 「ThermoDetector」の体温値を検知 体温が37.5度を上回ったら
〇 μプリズム 「μPrism」の照度センサー値、加速度センサー値を検知 明るくなったら／センサーを振ったら

〇 〇 スマホモーション 
スマートフォンの加速度センサー値、ジャイロセンサーの値を
取得 スマートフォンを振ったら／表を向けたら、裏を向けたら

〇 〇 スマホで音検知 スマートフォンのマイクで音の大きさを検知 大きい音を聞いたら

〇 〇 スマホで指紋認証 スマートフォンの指紋認証機能で登録済み指紋を検知（対応
端末） 登録済みの指紋を検知したら

〇 〇 スマホで動体検知 スマートフォンのカメラ画面にて動きの変化を検知 動くものを検知したら

〇 〇 スマホでNFC読み込み スマートフォンのNFCリーダー機能を使用し
カード番号を検知。 NFCリーダーで読み取ったカード番号が一致したら

〇 〇 スマホで音声認識 スマートフォンへ発話された音声を文字列として検出 ある言葉・文章を話したら
〇 〇 スマホで画像（顔）認識 スマートフォンのカメラ画面にて顔を検知 画像から顔を認識したら
〇 〇 スマホで画像（表情）認識 スマートフォンのカメラ画面にて８種類の表情を検知 にこやか／穏やか／怒っているなどの表情を検知したら

〇 〇 Yahoo天気（降雨量）GPS 現在地（GPSから取得）のYahoo天気（降雨量）を取得 現在地に雨が降ったら
〇 〇 Yahoo天気（降雨量）住所指定  指定した住所のYahoo天気（降雨量）を取得 指定した住所に雨が降ったら

〇 太陽光発電ビーコン 屋内照明光で発信されるビーコンを検知 明るかったら
〇 GPSマルチユニットSORACOMEdition 位置情報、温度、湿度、加速度センサー値を検知 〇度になったら／緯度・経度が○○の範囲に入ったら
〇 サンワサプライ ビーコン スタンダードな電池式ビーコン ビーコンを検出したら

〇 〇 BeaconCount 東洋エレ照明発電ビーコンで大まかな明るさを検出 周囲が明るくなったら/暗くなったら
〇 〇 Virtual Car クルマの動作をシミュレート ドアを開錠すると／衝突センサーが検出すると

〇 〇 BatteryIMS Androidスマートフォンのバッテリー残量を取得 バッテリー残量がしきい値を下回ったら
〇 〇 見守りIMS Leafony、電池レスビーコン(振動・照明光) の値を検知 ベッド柵を動かしたら／照明が使われなかったら

〇 〇 Google Fit 歩数、アクティビティ（歩行・走行・自転車）を取得 当日の歩数合計が目標を上回ったら
〇 ○ テキスト入力 画面のテキストエリアからテキストを入力 テキストが入力されたら/数値が入力されたら

〇 ○ 特定音検知 Android端末のマイクで特定の音を検知 赤ちゃんの泣き声／話し声／犬の吠え声が聞こえたら
〇 ○ SwitchBot 温湿度計 温度、湿度のセンサー値を取得 〇度になったら
〇 ○ Kinect for Windows IMS Kinect を PC 経由で接続して、人間の動きを検知 右腕/左腕の位置が○○の範囲に入ったら

IFモジュール THENモジュール
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100 アップデート情報 101



　新型コロナウイルスの影響により、さまざまな活動が制限される中、ifLink Open Community 

Yearbook 2021は編集されました。ワークショップをオンラインで行い、ITツールを使いなが

ら、企業・団体間のコミュニケーションを続けることで、多くの活動成果が出てきています。 

 

　本誌は、会員企業・団体のプロジェクトに焦点を当て、それらの活動内容と成果からなる1つ

の特集記事と5つの章で構成しました。特集記事「みんなの『もし』を叶え合うコミュニティ」

では、会員へインタビューを行い、ifLinkオープンコミュニティへの期待やプロジェクトの内容

について語っていただきました。5つの章「プレミアム会員主体の共創活動」「ifLink商品化最

前線」「教育現場でのifLink活用」「部活ifLink!」「アップデート情報」では、会員自ら執筆を行い

活動の主体としてifLinkを使ったプロジェクトと具体的な成果についての記事をまとめています。 

 

　目指すのはIoTをもっとかんたんに誰にでも使える世界を実現するためコミュニティです。これ

からのifLinkオープンコミュニティの新たな展開にご期待ください。

2021年度ifLinkオープンコミュニティ事務局

千葉 恭平

中田 亙洋

高橋 勇人

村上 哲也

涌井 優子

磯崎 亜樹

村上 瑛

山川 水輝

丸谷 真美

丸森 宏樹

田口 広

木田 美奈子

吉本 武弘

富樫 雄一

小沼 晴彦

編集後記
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